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この記録は 2012 年 4 月号の『自治総研』（地方自治総合研究所発行）に掲載され、さらに同年

5 月に横浜地方自治研究センターから『横浜地方自治研究センターブックレット』ＮＯ３として出

版された「飛鳥田横浜市政と革新自治の時代―そのときヨコハマは燃えていた」に同じ題名で収録

されている。本文はそれをさらに 2013 年 5 月に、加筆・増補したものである。 

 

はじめに 

 

私は 1955 年に設立されたばかりの財団法人

東京都政調査会に、1956 年 4 月から 1963 年

までの 7 年間勤めていた。都政調査会は戦後、

革新の立場から自治体や都市問題をテーマとし

た民間の調査研究機関で、戦前からのいわゆる

左翼知識人と東京都の労働組合の出資と協力に

よってつくられた組織であった。都政調査会の

中心になっていたのは戦前の左翼ジャーナリス

ト出身の事務局長の小森武であった。その活動

に協力したのは元東大教授の大内兵衛を中心と

した戦前に活躍した労農派系の学者グループと

それにつながる人たちであった。そして、東京

都政の改革の都民運動を広げ、美濃部革新都政

の成立など、戦後革新政治のなかで異色の時代

を演出してきた。 
私はそこで大内兵衛を中心とするグループを

はじめ、1960 年代以後の若手学者研究者とと

もに仕事をしてきた。その後 1963 年から
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197� 年まで横浜の飛鳥田市政にཧ⏬し、横浜革新市政と඲国革新市長会の設立や、長Ὢ⚄ዉᕝ┴

知事のㄌ生にᦠわってきた。197� 年、飛鳥田市長が社会ඪጤ員長に転出後、19�0 年に関東学㝔大

学教授に転出した。 
その間、戦前の革新系学者や活動家の人たちと、戦後の革新系の人たちや革新首長との஺ὶを体

㦂しながら、戦後民୺୺⩏のなかで⫱まれてきた「市民運動」をめぐって、戦前の「革新」と戦後

の「革新」の㐃⥆性と㠀㐃⥆性について⪃えることがከかった。 
さらにマスコ࣑から᛹≀とかいわれ、ナࢰのከかった都政調査会事務局長の小森武の人≀ീにつ

いて、これまで୙᫂なことがከくあった。私は都政調査会にいたこࢁからできるだけ調࡭てみよ࠺

としてきたが、ᯝたࡏないまま௒᪥まで㐣ࡂてしまった。 
 
このぬ書は、これまでそ࠺した問題ព識をᢪえたままきたのだが、この㝿、その間のぢ⪺や経㦂

を、東京都政調査会設立の経㐣とそのṔྐⓗ఩⨨と、1960 年代から 70 年代の革新自治体とのつ

ながりについて、その୺ᐓ者である小森武の人≀ീとその人脈を中心に、知る㝈りのその㊊㊧を記

録として࠾こ࠺としたものである。 
しかし、こ࠺した経㐣についての戦前ᮇのᐈほⓗ資ᩱは≉にᑡない。かかわってきた人たちが、

とくに戦த協力に関することなど、ពᅗⓗにㄒるこることを㑊けてきたとᛮわࡊるをえないことも

あり、☜ᐇな資ᩱで☜ㄆできないものがከい。したがって、文中のなかには、ᙜ時の私の࣓ࣔによ

るものや、᥎ にᇶ࡙くものがいくつかྵまれる。そのため、この記録を私の「ぬ書」としたこと

を᩿࠾りして࠾きたい。 
ただ、文中には、戦前の事௳の名⛠や⏝ㄒについての簡༢なゎㄝと、補᏶にᚲせだったཧ⪃文⊩

については戦後⦅の最後に⾲♧した。 
 

戦前編  東京都政調査会をつくった人たち 

 
��ە�� ᖺ௦ࠊ都政調査会を⏕ࡋࡔࡳた≧ἣ 

1930 年代から 40 年代にかけて、᪥本はᬯい戦தの時代であった。そのなかで社会୺⩏の立場

に立ちながら国の体制をኚえよ࠺として活動した人たちがいた。そのከくの人たちは㐊ᤕされたり

社会から㝸㞳されたりしたが、時局にᢠしながら⛎かに活動を⤯やさなかった。そ࠺した人たちは

戦後᪥本のなかで新しい活動の場をぢ出して、さまࡊまなศ野でḟの時代へつないでいこ࠺として

いた。1950 年代後༙に、革新市長会設立のきっかけつくったのもこの人たちであった。 
戦後、民୺໬を┠ᣦして活動したከくの人や組織があるが、1955 年（᫛࿴ 30 年）、都政の改

革を┠ᣦして設立された東京都政調査会は、そ࠺した人たちによってつくられた。そこからさらに

10 年以上を経て、よ࠺やく自治体改革が政治ㄢ題となり、さらに革新自治体のᒎ㛤につながって

いき、1967 年、東京に美濃部革新都政を生みだすことになった。 
戦後の地方自治のὶれでい࠺と、1950 年代は戦後民୺改革へのᅇ㢳ⓗಟṇが加えられるなかで、

市⏫ᮧ合ేや国の事務㔞の増大とともに、地方財政の❓ஈ໬が㐍ࢇだ。50 年に⮳って地方財政෌

ᘓ法の成立、自治法改ṇと政ᗓ⟶⌮のᙉ໬による新中ኸ㞟ᶒ体制が㐍み、経῭・内政ともに高ᗘ経

῭成長への国内体制がᩚえられた。 
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1950 年代後༙にはいり、ᕤᴗ໬・都市໬のᛴ㏿なᒎ㛤、௻ᴗㄏ⮴による地ᇦ㛤発は、経῭・社

会のᵓ㐀に大きなኚ໬をもたらした。地方から大都市への人ཱྀ⛣動が㐍み、農ᮧᆺ社会から都市ᆺ

社会への転᥮が㐍ࢇだ。ᛴ⃭なᕤᴗ໬の㐍行とともに、公ᐖの発生をはじめとする都市問題の⃭໬、

生活⎔ቃのᝏ໬にᑐする市民の᢬ᢠ運動が増加していった。地方自治では、1947 年、新᠇法とと

もに地方自治法が᪋行され、4 月に➨ 1 ᅇ⤫୍地方選挙が࠾こなわれた。しかし、新しく選ばれた

首長・㆟員のከくは、戦前のྂい地ᇦ政治やᐁ൉体制が、ጼをኚえて᰿ᙉくṧっていたが、୍方、

戦後の民୺໬へのᮇᚅの高まりのなかで、革新政治を┠ᣦす首長も出⌧した。 
そのከくは戦後生まれた労働組合の出身、戦前の農民運動のᣦᑟ者、地方の᭷力者、୍部の文໬

人などであった。しかし、㹅㹆㹏による༨㡿体制のなかで、行財政ともに自治体首長のできること

はࡈく㝈られていた。 
୍方、社・ඹの政ඪはじめ、労働組合などᙜ時の革新ໃ力にとって、自治体は改革のᑐ㇟として

より国家ᶒ力のᮎ➃であり、ᡴಽす࡭きものとい࠺ぢ方がᨭ㓄ⓗであった。したがって革新首長の

ありかたや自治体行政に、ඹ㏻した政⟇のもつ発᝿は࡯とࢇどᏑᅾしなかったといってよい。 
こ࠺して戦後ึᮇの革新系首長のከくは 2 ᮇ┠にはⴠ選し、また革新から保Ᏺにᨭᣢᇶ┙を転

᥮ࡊࡏるをえなかった。したがって、この時ᮇの革新首長は、それ以後の 1950 年代後༙から、さ

らに 1960 年代の革新自治体の๰出につながるものはᑡなかった。 
1955 年の➨ 3 ᅇ⤫୍地方選挙前後から、新しいタ࢖プの革新首長が生まれጞめ、自治体のあり

方やᙺ๭が問われるよ࠺になってきた。新中ኸ㞟ᶒが㐍み、地方自治への༴機ឤが高まり、自治体

に࠾ける革新のあり方のᶍ⣴がはじまるよ࠺になった。東京都政調査会がつくられるのは、この

1955 年の仙台市長選挙がきっかけであった。中心となった小森武や高ᶫṇ㞝をはじめ、設立にཧ

加した戦前の研究者や活動家たちは、そこに戦後の新しい時代のなかでの活動の場をぢ出そ࠺とし

ていた。 
しかし、革新自治と地ᇦの民୺໬をどのよ࠺にල体໬していく࡭きか、都市問題にど࠺ᑐฎす࡭

きか、ᮍ㛤ᣅの㡿ᇦであった。そ࠺した戦後の都市や地方政治の状況のなかで、1955 年 10 月に

東京都政調査会が設立された。 
 

 のᛶ᱁ࡑ東京都政調査会の設立とە

1955 年は、自治体問題をྵめて戦後᪥本の政治・社会ᵓ㐀の転᥮の⏬ᮇとなる年であった。そ

のなから、୍つの┠ⓗに向けたពᚿをもった調査・研究組織が東京都政調査会とい࠺団体である。 
すでに東京には「東京市政調査会」（⌧・後⸨・Ᏻ田記ᛕ東京都市研究所）とい࠺名⛠のఏ⤫あ

る団体があった。᪥本で都市問題や地方自治を研究するために設立されたึめての機関である。

1922 年に東京市長後⸨新ᖹが設立を提案し、ᙜ時のᏳ田財㛸の資㔠の提౪によって๰設された都

市問題や自治をᑓ㛛に研究する学⾡機関である。ࣗࢽーヨーク市政ๅ新運動から生まれた「ࣗࢽー

ヨーク市政調査会」に⠊をとり、東京市政のよりよい発ᒎをᨭ᥼することを┠ⓗとした組織である。

したがってあらゆる組織から中立公ᖹの立場をとってきている。 
これにᑐして東京都政調査会（以ୗ、都政調査会と࿧ࡪ）は、同じよ࠺に東京都政の改革を中心

に、都市問題や自治のあり方を研究し、ၨⵚすることを┠ⓗとして 1955 年に設立された、⣧⢋な

民間組織である。組織人員 20 ୓人の東京都労働組合㐃合会（東京都労㐃）の出資により、都政の

関ಀ労組、革新系政ඪとの協力、革新系の学者グループのᨭ᥼のもとにつくられたのであった。 
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しかし、市政調査会とのᇶ本ⓗな㐪いは、都政調査会は༢に研究や調査事ᴗを行࠺だけではなく、

都民運動をᇶ┙にして都政改革を㐍め、革新都政をᐇ⌧することを┠ᣦしていたことである。事ᐇ、

仙台市長の島野武とともに、1964 年の革新市長会の結成をಁし、また 1967 年に美濃部革新都政

をᐇ⌧し、その政⟇ᨭ᥼組織の中心になった。 
1955 年 10 月の会の発㊊と同時に 11 月に発㊊記ᛕㅮ演会、⩣年 1 月に㞧ㄅ『都政』を๰ห、2

月に都内 36 ࣨ所で「都政をᏲるㅮ演会」を㛤ദしている。私が都政調査会に研究員としてධ所し

たのは 1956 年 4 月で、スタッࣇはまだ 5㹼6 名の㡭であった。事務所は東京㥐㏆くඵ㔜Ὢ 5㸫1、
⌧ඵ㔜Ὢブックセンターの㞄のᮌ㐀ᖹᒇのなかにあった。ᩘ年後、京ᶫᐆ⏫の中ኸ公ㄽ社ࣅルの向

かいのᘓ≀の 2 㝵に⛣転した。 
ここから、どのよ࠺な人たちが、どのよ࠺なዎ機でこ࠺した団体をつくることになったのかを᫂

らかにしていきたい。 
都政調査会は革新の立場を᫂☜にして都市問題や地方自治を研究する機関としては、わが国での

はじめての組織である。こ࠺した組織のᚲせ性が඲国ⓗにㄆ識されጞめたのは 1957 年㡭からで、

自治労（඲᪥本自治団体労働組合）が戦後の地方自治の後㏥に༴機ឤをもち、地方自治研究඲国㞟

会を組織し、その後ྛ┴ࡈとに地方自治研究センターを設けている。また、⚄ᡞ市や大㜰市が内部

に研究機関を設けて研究ㄅを出している。1963 年以後、横浜市も同ᵝに研究ㄅをつくり、ᗇ内に

都市問題研究ᐊを設⨨している。都政調査会はそ࠺した動きにඛ㠴をつけるものであった。 
 

 とࡧた人ࡋ都政調査会を設立ە

最ึに 1955 年 10 月に都政調査会を設立したᙺ員が、どࢇな人たちでᵓ成されていたかを、ま

 。都政調査会設立時の性格がよくศかる。࠺こ࠾簡༢に⤂௓してࡎ
 

ࠝ東京都政調査会設立時のᙺ員（1956 年）（ ）内は経Ṕ➼、ۑ༳はᖖ務⌮事ࠞ 
⌮事長㸸㛛ᒇ ༤（戦前ඹ⏘ඪから転向 元「ᖇ都᪥᪥新⪺」⦅㞟長・༡京国民政ᗓ㢳問） 
⌮ 事㸸  
㹙学識者㹛                  
大内兵衛（東京大学 法政大学総長 経῭学）、ۑ高ᶫṇ㞝（஑ᕞ大学教授 経῭学 元大陸新

ሗㄽㄝጤ員）、ۑ小森 武（大陸新ሗ⦅㞟長 黄土社社長）、島野 武（ᘚㆤኈ 仙台市長 㛛ᒇ

༤のᘵ）、௒஭୍⏨（大ⶶ┬、㠀⌧ᴗඹ῭組合㐃合会、国家公務員ඹ῭組合⌮事長）、✄ⴥ⚽୕

（௻⏬㝔 経῭Ᏻᐃ本部ḟ長 ⏘経新⪺社長）、ۑ⸨஭⡿୕（⏘ᴗ労働調査所 国民経῭研究協会

⌮事）、䭈ἑ᙭衛（武ⶶ大学 経῭学）、㕥ᮌ武㞝（法政大学 財政学）、⸨田武ኵ（立教大学 

財政学）、㬼㣫ಙ成（東京大学 行政法）、ட஭຾୍㑻（文ⱁホㄽ家）、ᮌᮧ Ẏ（Ṕྐ家）、ۑ

⚄ᓮ Ύ（ホㄽ家）、☾ᮧⱥ୍（東京都立大学 都市社会学 元東京都民生局長）、ᰘ田ᚨ衛（東

京都立大学 財政学）、ۑబ野 ᐶ（୙᫂） 
㹙労働組合ᙺ員㹛 
⫋ᰩ山┈ኵ（自治労ጤ員長）、ᒸ本ଢ଼ኴ㑻（都労㐃ጤ員長）、୕田ᮅ୸（都労㐃๪ጤ員長 都ۑ

労）、ۑ関ཱྀ῟ྖ（都労㐃๪ጤ員長 都教組）、ۑ中ᕝ㐩⏨（都労㐃書記長 都⫋労）、成田჆⃈

（都労㐃๪ጤ員長 都高教）、関ཱྀィ㞝・す野Ύኴ㑻・ᵞ田ṇ⏨・㕥ᮌ୍ኴ㑻（以上都労㐃）、㭯

ᒸ⚽୕・㰻⸨୍㞝・ཎ島↷ஂ（以上都⫋労）、長ᡞ㊰武（都教組）、ۑⴗཎಙ治（東஺） 
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ͤ都労㐃㸻東京都労働組合㐃合会、都⫋労㸻東京都༊⫋員労働組合、都教組㸻東京都教⫋員組合、

都高教㸻東京都高➼学ᰯ教⫋員組合、東஺㸻東京஺㏻労働組合   
 
よく知られているよ࠺に、1955 年の都政調査会の設立から 1979 年の美濃部都政⤊஢にいたる

まで、୍㈏して会の中心になっていたのは小森武とい࠺人≀である。まึࡎめにそのึ代⌮事長の

㛛ᒇ༤と⌮事の島野武、小森武、高ᶫṇ㞝について⤂௓して࠾きたい。 
㛛ᒇ༤は仙台市にあったᪧ制஧高༞、高ᶫṇ㞝と同⣭である。東京大学新人会の会員で、後、

1924 年ඹ⏘ඪ機関⣬「↓⏘者新⪺」で୺筆がబ野学、ᙼは事務局୺௵を勤め、192� 年の 3・15
事௳（ὀ㸯）で㐊ᤕされる。⊹中で転向して、㘠山㈆ぶや、బ野学、Ỉ野成ኵらとともに「ゎඪ

派」を結成し、㔘ᨺ後、᪥本㌷総ྖ௧部の㢳問を経て、さらに上海で༡京政ᗓ㢳問をつとめている。 
島野武は 1905 年仙台生まれ。㛛ᒇ༤のᘵである。ᪧ制஧高༞、東京大学新人会の会員で、1930

年治Ᏻ⥔ᣢ法で㐊ᤕされたが、転向してᘚㆤኈとなる。戦後、195� 年に仙台市の革新市長となっ

た。 
小森武は䭉ᇛ┴┈Ꮚに 1912 年生まれ。1930 年ᗓ立㇏島ᖌ⠊でストࣛ࢟࢖をᣦᑟしてᨺᰯされ

る。193� 年➨஧ḟ人民戦⥺事௳（ὀ㸰）で、治Ᏻ⥔ᣢ法㐪཯で大内兵衛、᭷ἑ広ᕭ、⬥ᮧ⩏ኴᮁ、

Ᏹ野ᘯⶶ、美濃部亮吉、高ᶫṇ㞝、㜿部ຬら労農派（ὀ３）グループ 24 名とともに㐊ᤕされたが

㔘ᨺされる。後、1940 年㡭、「大陸新ሗ」記者となって上海に㉱௵する。ᖐ国後、出版社「黄土

社」を設立し、大内グループを中心した経῭学関ಀの本をከᩘ出版している。その後、黄土社は◚

⏘し、ついで都政調査会をつくることになる。つけ加えると、戦後、㛛ᒇ༤のḟ⏨のⱥ஧は、小森

武の長ዪさえᏊと結፧している。 
ḟに、その௚の学者・研究者について⤂௓する。 
大内兵衛は 1��� 年生まれ。⇃本ᪧ制஬高から東京大学、大ⶶ┬を経て、東京大学経῭学部教授

となり財政学をᢸᙜした。1937 年➨஧ḟ人民戦⥺事௳で労農派のᣦᑟ者として㐊ᤕされた後、㔘

ᨺされる。戦後᚟学し、大内グループの中心としてከくの学者を⫱てた。 
大内は 1947 年に内㛶⤫ィጤ員会会長などをṔ௵し、戦後の経῭᚟⯆に㈉⊩している。後、都政

調査会㢳問や法政大学学長を務めている。1950 年に向ᆏ㐓㑻、高ᶫṇ㞝とともに社会୺⩏協会を

設立し、左派社会ඪの⌮ㄽⓗᣦᑟ者であった。しかし、高ᶫṇ㞝によると、大内は「東京の学者は

東京の問題について、もっと✚ᴟⓗに発ゝをし、政⟇ⓗに提ゝをしなければいけない。ᢈุだけを

やっていてはだめだ。」といっていたとい࠺。 
高ᶫṇ㞝は 1901 年仙台生まれ。ᪧ制஧高で㛛ᒇ༤と同⣭。東京大学経῭学部༞後、஑ᕞ大学教

授となる。193� 年の➨஧ḟ人民戦⥺事௳で労農派の୍員として㐊ᤕされ、ᇳ行⊰ண௜きの 2 年の

ุỴをཷけている。高ᶫは上海にいく 2 ࣧ月前の 1940 年᫓に、大内兵衛・༡ㅽ୍とともに、ᑿᓮ

⚽ᐇやその௚ᩘ人で研究会を組織している。上海では「大陸新ሗ」のㄽㄝጤ員となった。ᖐ国後、

小森に協力し都政調査会を設立し、⌮事長にᑵ௵した。さらに大内兵衛、向ᆏ㐓㑻とともに社会୺

⩏協会の設立にཧ加している。 
ここで、1920 年代のᪧ制஧高の出身者についてࡩれて࠾きたい。このᙜ時、ᪧ制஧高では≉に

社会୺⩏運動が┒ࢇであった。㛛ᒇと高ᶫの上⣭生に「革࿨東民」とあだなされた㕥ᮌ東民の࡯か

᭷ἑ広ᕭと㜰本຾がいた。1904 年生まれの美濃部亮吉は高ᶫの 3 年ୗであった。島野武と東大教

授になった㬼㣫ಙ成とは同⣭であった。㕥ᮌは戦後┤後のㄞ኎新⪺大த㆟をᣦ᥹し、のちㄞ኎新⪺
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⦅㞟局長となり、1955 年の選挙では㔩▼市の市長になっている。᭷ἑは大内グループの୍人で後

の法政大学総長、㜰本は社会୺⩏運動を⥆け、戦後には革新系のᑽᓮ市長から兵ᗜ┴知事となり、

1963 年の東京都知事候補となってᩋれている。そのあとに美濃部は 1967 年に革新東京都知事に

なった。あとで㏙࡭るよ࠺に、これらのᪧ制஧高の人脈は戦後の都政調査の活動につながっている。 
㬼㣫ಙ成は 1906 年生まれ。ᪧ制仙台஧高で島野武と同⣭であり、東京大学法学部教授。 
䭈ἑ᙭衛は 1902 年生まれで、東京大学経῭学部༞。➨஧ḟ人民戦⥺事௳で大内グループの୍員

として㐊ᤕされる。戦後、武ⶶ大学教授で、都政調査会の活動に✚ᴟⓗに加わった。 
㕥ᮌ武㞝と⸨田武ኵはともに東京大学で大内࣑ࢮの༞ᴗ生。㕥ᮌ武㞝は新人会出身で戦時中、ᮅ

㩭の京ᇛ大学教授であった。 
⸨஭⡿୕は 1902 年生まれ。京都大学社会⛉学研究会（京大社研）に࠾り、ඹ⏘ඪ୍ᩧ᳨挙の

3・15 の➨஧ḟで㐊ᤕされ、㔘ᨺされる。後、野ᆏཧ୕がつくり஭䬦༟୍もᅾ⡠していた⏘ᴗ労働

調査所にいて、戦後、国民経῭研究所に⛣った。 
௒஭୍⏨は 1903 年生まれ。東京大学法学部༞、大ⶶ┬、国民㈓⵳局࡯か経῭ᑂ㆟会、社会保㞀

制ᗘᑂ㆟会のጤ員などを勤めている。大内グループの୍員である。 
✄ⴥ⚽୕は 1907 年生まれ。京大から東京大学経῭学部༞後௻⏬㝔ධり。戦時中≀資動員ィ⏬、

⮫戦ᛂᛴ≀動員ィ⏬のస成にཧ加している。1914 年຾間田Ύ୍とともに௻⏬㝔事௳（ὀ㸲）で㐊

ᤕされる。1945 年国民経῭研究協会を設立。政ᗓの経῭Ᏻᐃ本部ḟ長として、都␃㔜人とともに

経῭Ᏻᐃ本部୕⩚ࣛ࢝スの୍人と࿧ばれた。1965 年、⏘経新⪺社社長を務めている。 
☾ᮧⱥ୍は 1903 年生まれ。東京大学༞。ᚿ㈡⩏㞝らと東大セッࢶル࣓ントで活動している。後

東京市にධり民生局長から東京都立大学授となり、都市社会学をᑓ㛛としている。 
ᰘ田ᚨ衛は 1924 年生まれ。東京大学༞で、都立大学教授財政学、都市問題研究をᑓ㛛としてい

る大内グループの୍員。後、美濃部都政で௻⏬調ᩚ局長をつとめた。 
ட஭຾୍㑻は 1907 年生まれ。東大新人会の࣓ンࣂーであった。3・15 事௳で㐊ᤕされ、転向し

て保㔘。プࣟレタリ࢔స家同┕で活躍した。 
ᮌᮧẎは᫂治文໬ྐの研究家で、戦前、᪥本労農ඪの出版部長をつとめた活動家であった。 
⚄ᓮΎは 1904 年生まれ。東京大学では新人会の࣓ンࣂーで国文⛉༞後、༴㝤ᛮ᝿のᣢち୺とし

て教ᖌをゎ㞠されている。以後、ࣟ࢔ࢩ文学の⩻ヂ家、స家として人ᶒ問題などで活躍していた。 
బ野ᐶについては後㏙する。 
以ୗ、ᰩ山┈ኵ自治労ጤ員長、ᒸ本ଢ଼ኴ㑻都労㐃ጤ員長は、都政調査会設立ẕ体・出資団体であ

る東京都労働組合㐃合会のᙜ時のᙺ員である。 
労働組合のᙺ員をูにして、このよ࠺な都政調査会の設立時のᙺ員名⡙に、ඹ㏻したいくつかの

があることをみることができる。「戦前のඹ⏘ඪないし↓⏘ඪの活動家で㐊ᤕされて転ࢻー࣡ー࢟

向」、「東大新人会」、上海の「大陸新ሗ」、「大内兵衛を中心とする労農派学者グループ、≉に

ᪧ制஧高の༞ᴗ生とそのὶれの人たち」、「戦時中の革新ᐁ൉」、そして、その᥋Ⅼにいるのが小

森武である。 
ここで、私が都政調査会に加わることになった経㐣についても㏙࡭て࠾きたい。私は 1931 年㟷

森生まれ。東໭大学にධ学した 1950 年、㹅㹆㹏がྛ大学に㉥い教授㏣ᨺのㅮ演会を組織し、東໭

大学でも㛤かれることとなり、ධ学᪩ࠎ཯ᑐの学生運動が⃭しく⥆き、ㅮ⩏どこࢁではなかった。 
ᙜ時の経῭学部の≉ู研究生（௒の大学㝔）に、㛛ᒇ༤のḟ⏨の㛛ᒇⱥ஧と⠛➡᠇∞とい࠺ඛ㍮
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がいた。1954 年、≉ู研究生を⤊஢後、㛛ᒇはឡ知大ㅮᖌ、⠛➡は⚟島大学ㅮᖌ、私は学部༞ᴗ

後⚟島大学Ṕྐ学⛉のຓ手となった。195� 年、஧年間のຓ手のᮇ間が⤊わったとき、㛛ᒇと⠛➡

から東京に新しく調査研究機関ができたのでධらないかと່ㄏされた。そ࠺して私は都政調査会が

設立された༙年後の 1956 年 4 月に、小森武や㛛ᒇ༤らとはじめて会った。 
その後、7 年間都政調査会にいたが、1963 年に横浜に飛鳥田革新市政がㄌ生し、ᣍ⪸されて横

浜市の⫋員となった。そして 197� 年、飛鳥田୍㞝市長が社会ඪጤ員長に転㐍後、19�0 年に関東

学㝔大学経῭学部教授に⛣った。 
ᙜ時、設立されたばかりの都政調査会のなかでは、小森武が会のᐇ㝿の運Ⴀを࠾こなっていた。

事務長としての武田ెⓏの࡯か、私たちの仕事は㞧ㄅ『都政』のྲྀᮦと⦅㞟が中心であった。研究

や調査活動は小森と高ᶫṇ㞝が仕ษっていた。しかし、2 年後には研究会の運Ⴀやጤク調査などが

まかされた。 
⌮事長の㛛ᒇ༤とᖖ務⌮事のబ野ᐶの 2 人は、ዟの小部ᒇにいて、会の運Ⴀにはまったくタッ

時ᢡእ出するだけであったが、小森は大ษにᢅっていた。బ野ᐶの⣲性はいまもって୙᫂、ࡎࡏࢳ

であるが、㛛ᒇ༤とᖖに୍⥴であったことから᥎ᐹすると、192� 年の 3・15 事௳で㐊ᤕされたඹ

⏘ඪのᖿ部のなかの 1 人であったబ野学（東大新人会出身）か、またはその 2 人の඗ᘵか、それ

とも学の⏚でࣔスク࣡の大学で学び、後にඹ⏘ඪ中ኸጤ員になったబ野༤のኚ名（ᐶ）ではないか

とᛮ࠺が、いࡎれにしてもబ野学かその⾑⦕者のㄡかであったとᛮ࠺が☜かではない。そして 3
年後あたりになって 2 人は都政調査会の事務所にጼを⌧さなくなったが、私たちには小森からな

 。のㄝ᫂もなかったࢇ
 

 の後のືྥࡑのᙎᅽと࡬戦前άືᐙە

都政調査会の設立のために、ど࠺して以上のよ࠺な人たちが名を㐃ࡡたのか、そして戦後の革新

自治体のᙧ成にどのよ࠺にしてつながったのかを᫂らかにするには、中心になった小森武をめぐる

戦前の᪥本の時代状況と人脈についてㄒらࡡばならない。 
しかし、ṧᛕながら小森武についての資ᩱは࡯とࢇどない。わࡎかに、ᮅ᪥新⪺調査研究ᐊの社

内ሗに୍部ศがあるだけである。本人は自ศの㐣ཤについてはまったくといってよい࡯どㄒってい

ないし、ࡴしࢁᣄྰしてきたためである。 
小森は 1912 年ᰣᮌ┴に生まれているが、ᗂᑡの時代から㟷年ᮇまでのことは知られていない。

ᮅ᪥新⪺社調査研究ᐊのሗ࿌によると、1930 年代に᪥大、᪩✄田、᫂治など同┕ఇᰯ事௳が㢖発

して࠾り、「ᗓ立㇏島ᖌ⠊（戦後は東京学ⱁ大学に⤫合）の 4 年生のときに、教ㅍ㏥⫋事௳に➃

を発し、ᐤᐟ⯋の自治☜立、ᰯ長の公㔠౑㏵㏣ồをめぐって㉳きたストࣛ࢟࢖をᣦᑟしてᨺᰯにな

ったとい࠺。ストはᙜ時のᖇ大生ᕹ㊊ィ、Ỉᡞ高生のᐑཎㄔ୍らが᥼ຓして࠾り、この関ಀで中㏥

後、ᕹ㊊らがかかわっていた新⯆教⫱運動にཧ加、᪥本労働組合඲国協㆟会（඲協）の࢜ルグとし

て᪥教組の前身ともい࡭࠺き᪥本教⫱労働者組合の結成にもかかわった」が、それ以上ヲしいこと

はわからない。 
この᪥中戦தに✺ධしよ࠺としていた時代、㌷部の台㢌とともに、ඹ⏘ඪをはじめ↓⏘政ඪの左

翼活動家にᑐするᐁ᠇の弾圧が⃭しくなってきた。1923 年の関東大㟈⅏の㦁動のなかで、↓政ᗓ

୺⩏者大ᮡᰤが⏑⢑ṇᙪ大ᑚによって⹢ẅされた。 
1925 年には治Ᏻ⥔ᣢ法ができ、ඹ⏘ඪや↓⏘政ඪの活動家、左翼の学者や文໬人へのྲྀり⥾ま
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りがጞまった。1926 年、京大などの学生社会⛉学生㐃合会が、最ึの治Ᏻ⥔ᣢ法㐪཯で㐊ᤕされ、

そのなかに⌮事の⸨஭⡿୕がいる。Ἑ上⫕が京大を㏣ᨺされるのはその 2 年後である。 
1926 年、ඹ⏘ඪが山ᙧ┴஬色 Ἠで෌ᘓ大会を㛤いたことがุ᫂し、≉高㆙ᐹは 2 年࡯どかけ

てඹ⏘ඪ員の୍ᩧ᳨挙を࠾こなった。3・15 事௳である。そのなかのᖿ部の୍人に㛛ᒇ༤がいた。

その࡯か野ᆏཧ୕、ᚿ㈡⩏㞝、市ᕝṇ୍、బ野学などከᩘの㐊ᤕ者がでた。బ野学は᪥本を⬺出し

たが、後に上海で㐊ᤕされた。 
⛎ᐦのࢻ࢔レス⾲からⰞࡎるᘧに㐊ᤕ者が広がったのだが、その⾲のなかに㛛ᒇのᘵの島野武の

ఫ所があった。島野は東大の新人会のᖿ事長をやって࠾り、またඹ⏘୺⩏同┕員の学生だったが、

඗・༤を手ఏってඹ⏘ඪのレ࣏ᙺをやっていたのである。ただし、活動が㍍ᚤであり、かつ学生で

あるとい࠺ことで⩣᪥㔘ᨺされている。 
㐊ᤕされたඹ⏘ඪの活動家たちは、それまでの㊰⥺のㄗりをみとめた転向派と、あくまでもඹ⏘

ඪの組織を⥔ᣢしよ࠺とする㠀転向のᚨ田⌫୍や野ᆏཧ୕たちにศかれた。転向グループは㠀転向

派とはูにศ㞳⿢ุをཷけ、1933 年にబ野学と㘠山㈆ぶが転向ኌ᫂をだし「ゎඪ派」を結成し、

ඹ⏘ඪから㝖名された。その 30 ᩘ人のグループのなかに㛛ᒇ༤、Ỉ野成ኵ（東大新人会出身）、

༡႐୍、⚟本࿴ኵ、ὸ野᫭などがいたが間もなく㔘ᨺされる。 
小森の動向についてわかるのは、それから 10 年࡯どたってからの 193� 年の➨஧ḟ人民戦⥺事

௳である。1937 年の➨୍ḟ人民戦⥺事௳では加⸨຺༑、㕥ᮌⱱ୕㑻、向ᆏ㐓㑻などが㐊ᤕされた

が、193� 年 2 月の➨஧ḟでは大内兵衛、高ᶫṇ㞝、᭷ἑ広ᕭなどの労農派の学者グループが治Ᏻ

⥔ᣢ法㐪཯で㐊ᤕされた。そのなかの୍人として小森武も㐊ᤕされている。小森が 26 ṓの㡭であ

るが、㇏島ᖌ⠊をᨺᰯされたあと、さまࡊまな労働運動にかかわっていた。 
≉高㆙ᐹはඹ⏘ඪの㠀転向グループをのࡒいたゎඪ派グループとㅮᗙ派の学者グループと、大内

をはじめとする労農派学者たちとูᢅいにしてẚ㍑ⓗ᪩ᮇに㔘ᨺしている。転向したゎඪ派グルー

プには学Ṕが高く、⬟力に長けていた人≀がከいだけでなく、コ࣑ンテルン（ὀ㸳）とỴูし、ኳ

ⓚ制⥔ᣢと୍国社会୺⩏の立場のᙼらには、ูの౑い方があるとみていたのであ࠺ࢁ。 
そしてᙼらのከくは‶ᕞ事௳をዎ機にして台㢌してきたナࣙࢩナリ࣒ࢬの動きにあわࡏて、୍国

社会୺⩏の立場から社会改革のᚲせを⪃えるよ࠺になり、そ࠺したഴ向のなかで中野ṇ๛たちにඹ

㏻するྑ翼ⓗᛮ᝿と国力増ᙉを┠ᣦす革新ᐁ൉とのඹ㏻したものが生じてくる。‶ᕞ国のᘓ国の⌮

᝿の୍つとなった஬᪘協࿴へのある✀のඹឤが、労農派学者グループが⫋をồめてだけではなく、

‶㕲調査部の⏑⢑ṇᙪ大ᑚのㄏいにᛂじたり、またᘓ国大学にཧ加することになっていく。 
たとえばỈ野成ኵや༡႐୍のよ࠺に、㔘ᨺ後㌷部の᥼ຓを࠺けて෌生⣬会社をつくり、戦後、国

ルプᰴᘧ会社をつくり、Ỉ野は社長、༡႐୍は๪社長になって財⏺の୍員になる。Ỉ野はそのࣃ⟇

後、さらにᨺ㏦⏺にධり、⏘経新⪺社社長にもなっている。その間、都政調査会を㝜で᥼ຓして࠾

り、島野武が革新派から仙台市長選に出㤿したとき、⋡ඛしてᛂ᥼をしている。 
同じよ࠺に㛛ᒇ༤は㔘ᨺ後、「ᖇ都᪥᪥新⪺」の⦅㞟長となっているし、༡京政ᗓの㢳問にもな

って中国にいっている。「ᖇ都᪥᪥新⪺」は野౫⚽市が 1932 年に๰หしたもので、野౫はᙜ時の

ᮅ᪥新⪺を国㈫と㠀㞴しながら、元ඹ⏘ඪ員をከᩘ㞠っていた国⢋୺⩏者のジャーナリストであり、

戦後は公⫋㏣ᨺをཷけている。㛛ᒇがかつてඹ⏘ඪの‽機関⣬「↓⏘新⪺」の⦅㞟長をしていた経

Ṕをかったのであ࠺ࢁ。 
小森がこの野౫⚽市にྍឡがられたことが、その後、上海で๰หされた国⟇新⪺「大陸新ሗ」の

8　自治研かながわ月報 2013年6月号（No.141）
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記者となって上海にいくことになったのであ࠺ࢁか。それも、㛛ᒇの᥎⸀によるものかもしれない。

ここでも㛛ᒇと小森の῝いつながりがఛわれよ࠺。 
「大陸新ሗ」は᪥中戦தのなか、⳹中地ᇦで᪥本の陸海㌷ཬびእ務┬⯆ள㝔の⫢いりで、1933

年 1 月に上海に本社を࠾き、その年の元᪥に๰หされた新⪺である。ᮅ᪥新⪺社が協力をせㄳさ

れ、ᙜ時の美土㊰୍ᫀ社長はいった᩿ࢇったが、㌷部にᢲしษられ、資ᮦや人員を㏦り、඲㠃ⓗに

協力した。ただし、戦後の社ྐではᮅ᪥新⪺のởⅬとして記録されている。๰ห号にはᙜ時のእ務

大⮧᭷田ඵ㑻の⚃㎡が୍㠃を㣭った。 
「大陸新ሗ」は国㝿都市の上海にあって、戦時ୗのゝㄽ⤫制のཝしい本土と㐪いẚ㍑ⓗに自⏤な

㞺ᅖẼがあったよ࠺で、᪥本の知識人や文学者などのᇳ筆がከくみられた。社長は、⚟家ಇ୍であ

った。⚟家は関東大㟈⅏のとき大ᮡᰤ୍家を᝺ẅし、後に‶ᕞ国で活躍した⏑⢑ṇᙪ大ᑚの㆙務局

長時代に部ୗとしてഄ務ᐊで働いていた。小森は上海でその⚟家ಇ୍と戦後までつながりをもつこ

とになる。 
⚟家は戦後、公⫋㏣ᨺとなり、195� 年に政⏺に᚟ᖐ、自民ඪ国ᑐ๪ጤ員長などをṔ௵し、⚟田

㉰ኵ派のཧㅛとなる。ここで、⚟田がእ務大⮧のときの 1971 年、美濃部都知事が᪥中国஺ᅇ᚟の

ために自民ඪᖿ事長の「保利書簡」を⛎ᐦ⿬にᣢཧして問題になった事௳を᝿㉳したい。そのẁྲྀ

りをしたのが⚟家と小森であった。 
小森が上海で「大陸新ሗ」の記者となって中国にいったṇ☜な時ᮇは୙᫂であるが、㛛ᒇは༡京

国民政ᗓ㢳問として中国にΏり、上海に᰿ᣐを࠾き小森と෌び஺ὶすることになる。᥎ だが、小

森を大陸新ሗの記者に仕向けたのは、ᖇ都᪥᪥新⪺の⦅㞟長になっていた㛛ᒇ༤ではないだ࠺ࢁか。 
小森は社のなかで社会部長、ㄽㄝጤ員、໭京㥔ᅾ員を勤めている。また、後に「大陸新ሗ」のკ

クとして上海にいった高ᶫṇ㞝のために、༡京政ᗓ・⋤඙㖭との༢⊂会ぢを࢔レンジしたとい࠺。

1942 年にᮅ᪥新⪺にいたᡞྔ武と㔛Ꮚኵጔも「大陸新ሗ」に派㐵されている。࠾そらく小森と୍

⥴に仕事をしていたのであ࠺ࢁ。ᡞྔを⚟家に⤂௓したのは、戦後、自民ඪの国会㆟員となったᶫ

本Ⓩ美୕㑻だといわれる。 
ただし、㛛ᒇ༤が༡京国民政ᗓ㢳問としてどࢇな仕事をしていたのかはศからないが、中ᨭ派㐵

㌷総ྖ௧部㢳問の⫪書きがついていた。しかし、戦தが⤊わって㛛ᒇは戦≢として中国で⿢ุにか

けられている。そのᘚㆤを勤めたのは、戦前から඗・༤を㢗って上海にΏっていたᘵの島野武であ

った。戦≢として⿢ุを࠺けていた㛛ᒇは、⌮⏤୙᫂のまま 1945 年 11 月に国እ㏥ཤ࿨௧を࠺け

て、⩣年᫓にᖐ国している。 
な࠾、島野は 1930 年代にᘚㆤኈの資格をとって࠾り、㐊ᤕされた人たちの㔘ᨺや⿢ุのᘚㆤኈ

として活動していた。そのため島野が 1955 年仙台市長に立候補したとき、戦前に弾圧された人た

ちが仙台に㥑けつけてᛂ᥼している。なかでも、㛛ᒇ༤がỈ野成ኵをつれて仙台に行き、᪥本㖟行

の仙台ᨭᗑ長に島野のᛂ᥼をするために地ᇦの㖟行に働きかえるよ࠺圧力をかけたとい࠺㐓ヰがṧ

っている。また、これにはᙜ時の東京㖟行（戦前の横浜ṇ㔠㖟行で、行内にはリࣛ࣋ルな㞺ᅖẼが

あったといはれる）ᖿ部もཱྀῧえしたともいわれている。 
こ࠺した人たちが戦前から戦後にかけてなにを⪃え、なにをしてきたのか、本ᙜの記録をṧして

くれなかったことがṧᛕである。 
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 ⬦人ࡿࡄ海のᱱᒣἩ࣭ᑠ᳃බ㤋をめୖە

つࡂに、高ᶫṇ㞝の上海行きと「大陸新ሗ」勤務についてゐれて࠾きたい。1930 年代、治Ᏻ⥔

ᣢ法その௚でከくの左翼活動家や学者・研究者が㐊ᤕされたことは前に㏙࡭た。そのなかでも、ඹ

⏘ඪからの転向者の中でも、コ࣑ンテルンの方㔪をྰᐃし、かつኳⓚ制のᏑᅾをㄆめた↓⏘政ඪな

どの活動家、知識人、労農派の学者のከくは中国大陸にΏっている。 
‶㕲調査部をはじめ㌷部や、さまࡊまな調査機関、ሗ㐨機関などでඃ⚽な人ᮦをḧしかったこと

もある。また、そ࠺した⿬には、ุ᩿にはᙜ時の治Ᏻ機関内部に㠀転向のඹ⏘ඪグループはฮ務所

にᣊ␃して࠾くが、転向派はᙼらを国内に࠾くよりも、ࡴしࢁ大陸で౑った࠺࡯がᏳ඲でᙺに立つ

といุ᩿࠺が᳨ᐹ内部にあり、それを᮲௳に保㔘したともいわれている。 
中国大陸では᪥本人のྑ翼のいわゆる大陸ᾉ人と左翼人ኈが同ᒃしていたといえよ࠺。とくに‶

㕲調査部の㈐௵者となった⏑⢑ṇᙪ大ᑚのとこࢁには、戦前左翼知識人がከᩘ㞟まっていた。⏑⢑

はそ࠺した⬟力をもつ人ᮦがᚲせだとしてཷけධれていた。ྑ翼のさえたる⏑⢑がなࡐ左翼知識人

を࠺けいれたのか、それも労農派の人たちがከかったのか、あとでゐれてみたい。 
▼ᇽΎ೔、㈅島ව୕㑻、野ࠎᮧ୍㞝、ᇼỤ㑚୍、資ᩱㄢにいた中すຌなどである。しかし、この

人たちは調査部のなかで、ඃれた調査ሗ࿌のᐇ⦼をṧしたが、ඹ⏘ඪ活動をしていたとして 1942
年に‶㕲調査部事௳で㐊ᤕされている（ὀ㸴）。そのなかの野ࠎᮧ୍㞝（後の୍ࢶᶫ大学教授）は

都政調査会の設立に✚ᴟⓗに協力していたし、中すຌもさまࡊまなᙧで私を௓して革新自治体に᥋

㏆してきていた。 
転向したబ野学は東ள経῭調査局にᒓしたことがあり、‶㕲の中すຌらに中国ඹ⏘ඪの調査をす

ることを㐍ゝしたとい࠺。そして上海事務所のᙼの事務所には関東㌷の᝟ሗ機関が⃭しく出ධりし

り、⌧地では中ඹとのࢲブルス࢖ࣃではないかと䬉されていたとい࠺。 
中すຌは‶㕲調査部事௳で 1942 年に上海で㐊ᤕされるが、それらの᝟ሗを≉高にⓑ状したのは、

Ỉ野成ኵだとい࠺ㄝがあるが☜かなことは୙᫂である。 
また、᪥‶財政経῭研究所でᡄ⬟㏻Ꮥと୍⥴にいたᮌᮧ႐ඵ㑻は、戦後、社会ඪからཧ㆟㝔㆟員

となり地方財政はじめ革新自治体の発ᒎに協力を⥆けていた。 
同じよ࠺に、戦後、組織問題研究会をつくって社ඹ間の調ᩚに活動していた京大༞の⸴㇂小୍㑻

は、3・15 で㐊ᤕ㔘ᨺ後、‶㕲調査部にධり、上海では㛛ᒇ༤とも஺ὶがあり、戦後の革新運動で

は革新自治体や市民運動にᙉい関心を♧して活動していた。 
高ᶫṇ㞝は、➨஧ḟ人民戦⥺事௳で㐊ᤕされ、保㔘されたが、そのいきさつと「大陸新ሗ」との

かかわりについて、ḟのよ࠺にㄒっている。以ୗ、本人のᅇ᝿録『わたしの㐀཯』からᘬ⏝する。 
「⿢ุでこれから༤ኈㄽ文を書くのにᑓ心するとい࠺᮲௳で保㔘になった。㆙どᗇもᢅいにᅔっ

ていたࢇですࡡ。Ｏ㹉でした。美濃部㐩吉ඛ生に㥐で出合ったら、࠾前こࢇど㆙どᗇკクになるࢇ

だそ࠺だࡡ、といわれた。࠺まくいくかとᛮったら᳨事局から࿧び出しがあって、㝆りてくれそ࠺

してくれればᑿ行もゎくしᑵ⫋にもᖸ΅しない、とい࠺のです。 
その࠺ちに、上海の新⪺社行きのཱྀがかかってきた。᭷ἑ広ᕭさࢇがいくはࡎだったのですが、

᭷ἑさࢇは、᪥本の経῭力が戦தに༑ศかど࠺かとい࠺調査を㌷の౫㢗でやっていたので、࠾はち

が私にᅇってきたのです。㕲㗰㐃┕の➉内ㅬ஧、東大のΏ㑔㖪ⶶ教授に㏨ஸしまࢇࡏとい࠺保ド人

になってもらい、それを⿢ุ所に提出しました。それで上海と内地とを༙ศࡎつとい࠺生活が⤊戦

まで⥆くのです。 
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上海にはᪧ制஧高の同ᮇの㛛ᒇ༤がいました。そして「大陸新ሗ」のკクになりました。社には

ྛ社の中ሀスタッࣇがいて、社長は⚟家ಇ୍とい࠺㇦ഔで、大学教授などとい࠺人✀はⱞ手だから

からといって、若い┦手のຮᙉ┦手をしました。⚟家ಇ୍は大内兵衛さࢇと同じῐ㊰島⏘とい࠺こ

とがあって、大いにඃ㐝されました。 
社会部記者小森武が私の㣴⫱ಀ、保ㆤほᐹಀ。私は小森さࢇのテストに合格したらしく、それか

ら௒᪥まで 50 年、小森は私より୍ᅇり若いのですが、ᡃが家の最高㢳問。࠾஫いにⴿ൤ጤ員長ᑵ

௵のண⣙を結ࢇでいるのです。」 
またูのとこࢁで、こ࠺もㄒっている。「（上海での）ᐇ㉁ⓗなព࿡でⓒ㨣のなかのഔ≀は大陸

新ሗ社長の⚟家ಇ୍と小森武記者であった。⚟家は 25 ṓぐらいだったが、㇦ഔ。いまも『大陸

会』でときどき会࠺。⚟家が小森に大学教授などとい࠺人✀はⱞ手だ、㐺ᙜにあしらって࠾けとい

そらく小森がዲき࠾して私と小森の௜き合いがጞまった。大学教授は࠺ᣦ♧があったらしく、こ࠺

でない人✀の㸿クࣛス。しかし、小森はఱからఱまでめࢇど࠺をぢてくれた。」 
また、高ᶫの書いたものをㄞࢇだ上海᠇兵㝲から࿧び出しを࠺け、࠾前は利ᩛ行Ⅽをしている。

転向者となっているが、われわれはಙ⏝していない。内地とちがって㠃ಽな手⥆きはいらないのだ

ᙜ時、中国⳹中には。࠺とጾされ、ᙜ時、社内で⏑⢑元᠇兵大ᑚをみていたからᛧかったといࡒ

1944 年㡭で 124 名の元左翼がいたとい࠺。陸㌷、ၟᕤ会㆟所についでከかったのが大陸新ሗ社で、

高ᶫ、小森の࡯か஬名࡯どがいたそ࠺である。1942 年の大陸新ሗ社の財団法人໬の時Ⅼの名⡙で

は高ᶫは本社⦅㞟局㢳問となっている。 
こ࠺して高ᶫṇ㞝と小森武の結びつきはᙉᅛなものとなり、戦後、ஸくなるまで஧人୕⬮での仕

事に協力しあった。 
また、美濃部亮吉は᠇法学者であった∗美濃部㐩吉のᜥᏊとい࠺ことで、㆙ᐹでもៅ㔜にᢅって

いた。そして⚟家ಇ୍のཱྀ利きによってᚩ兵をまࡠかれ、保㔘をㄆめる᰿ᣐとして「大陸新ሗ」の

東京ᅾఫ記者としての⫪書きと⤥୚が୚えられていた。⚟家は陸㌷、海㌷、法務┬の㈐௵者をㄝᚓ

し、ᑡኊ学者グループの保㔘をはたらきかけ、⬥ᮧ⩏ኴᮁ、向ᆏ㐓㑻を大陸新ሗ東京ᨭ社勤務とい

 。࠺ことにして、月⤥は本代としてᡶったとい࠺
さらに美濃部が国内でྑ翼の⬣㏕を࠺けているので、小森がඣ⋢㄃ኈኵに┦ㄯして美濃部のᏳ඲

をィったとい࠺ヰもあるが、┿ഇはわからない。また、⚟家が美濃部のために㠃ಽをみたのは、ⓑ

᰿ᯇ௓⏨∖から㢗まれたことで、ⓑ᰿のጔは美濃部のẕぶとぶ཭であったとい࠺ᙜ事の㐌หㄅのヰ

もあるが、┿ഇはわからない。また、小森も高ᶫも上海でඣ⋢と会ってධるが、ᬯ㯮⾤とのつなが

りはなかったとドゝしている人がいる。 
こ࠺した㛛ᒇと高ᶫ、そして美濃部の事౛のよ࠺に、転向派知識人やᖇ国大学の教授にたいする

このᙜ時の㌷部や㆙ᐹや⿢ุ所のᢅいかたがわかる。いࡎれにしても、㛛ᒇ༤、高ᶫṇ㞝、島野武、

美濃部亮吉、小森武の 4 人の結びつきが、戦後の都政調査会の設立に⥆いていくのである。 
ここで、も୍࠺人ࡩれて࠾かࡡばならない人≀がいる。それはᮅ᪥新⪺記者で、戦後、ᖹ࿴問題

や᪥中国஺ᅇ᚟などについてㄽ㝕をはったᮅ᪥新⪺記者のⴭ名なジャーナリストで、後、໭海㐨新

⪺のㄽㄝጤ員を勤めた㡲田⚞୍である。㡲田は 1943 年㡭中国をゼれ、上海で大陸新ሗ໭京㥔ᅾ員

の小森とពẼᢞ合し、小森の案内で໭京などを᪑行している。その後、ᮅ᪥新⪺出版局上海㥔ᅾ員

となって派㐵されている。 
㡲田⚞୍について、小森武ኵ人のᬒᏊは㡲田を㏣᝚した『㡲田⚞୍の人とᛮ᝿』のなかで、ḟの
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よ࠺にᅇ᝿しているが、これ以上のことはศからない。 
「上海のわが家へはじめて㡲田さࢇが࠾ぢえになったのは、᫛࿴ 17 年のᬽれの㡭だったとᛮ࠺。

私たちはኟ、࿘家ნ㊰の大きな家にᘬ㉺して、㏻⛠小森公館・梁山泊といわれる⛬、ከᙬな人≀が

出はいりしたり、同ᒃしていたから、30 年経った௒、はっきりᛮい出すことはできないが、᫛࿴

1� 年には୺人が໭京に␃学とい࠺ことで㏣いやられているときであったとᛮ࠺。 
もちࢇࢁ、その前にᮅ᪥新⪺上海ᨭ局に㡲田さࢇは╔௵していらっしࡷって、㜰本ᚨᯇさࢇの手

⣬をもって୺人とはたびたび䭣っていました。すこしどもりがちで、まるいやさしいゝⴥで㐲៖が

ちにᚚ家᪘のヰしなどされました。㸫中␎― 戦後、私たちのụの上の家に、ᘬ上者の㡲田さࢇが

ᑜࡡていらして、௬のఫᒃとされた後、これも大陸新ሗ⦅㞟長とい࠺⫪書きのために㏣ᨺになって

いたඣ島༤さࢇが、たまたま家にいらしたので、஧人はẖኪのよ࠺にࣅールを㓃み஺しながら文学、

政治、中国問題などᯝてしないㄽதを、ཱྀゅἻをとばしていました。」 
この㡲田⚞୍ኵ人は、戦後、1950 年代の都政調査会の市民活動家グループの୺せな࣓ンࣂーと

なった。そのḟ⏨の㡲田᫓海は、都立大学の学生時代から都政調査会の活動に加わり、後に໭海㐨

大学教授になった⚄ཎ຾と、私が横浜市に⛣ったあと、ともに都政調査会の⫋員となり、美濃部都

政の政⟇や地方ศᶒ改革に活躍することになる。 
上海の小森公館には‶㕲調査部の野ࠎᮧ୍㞝をはじめ、東ள同文書㝔の人たちや、内地からもⱂ

⃝᙭衛など労農派の研究者が㞟まり、まさに梁山泊のᵝᏊだったといわれる。 
しかし、こ࠺した戦前の左翼知識人たちには、国家や社会୺⩏をめぐる⃭しい㆟ㄽはあっても、

まだ地方自治の問題についての関心は࡯とࢇどなかったといってよい。1955 年の島野武の仙台市

長選への立候補をዎ機に都政調査会が設立され、東京都政の改革と自治体問題にྲྀり組ࡴのをまた

なければならなかった。 
 

戦後編  全国革新市長会の設立と美濃部都政の発足 

 
 とࡧ人ࡿࡄ㯤ᅵ♫ࠖをめࠕ♫∧ᑠ᳃Ṋとฟە

戦況がᝏ໬してきたなか、1945 年᫓にはすでにከくの部⨫で仕事が⦰小され、上海からのᘬき

上げがጞまっていた。� 月にᩋ戦となり、中国大陸にいた㌷人、民間人など大㔞の人たちの᪥本へ

のᘬき上げがはじまった。中国で活動していたさまࡊまな人ኈたちもᖐってきた。はっきりした時

ᮇは୙᫂であるが、小森武と高ᶫṇ㞝は⤊戦┤前にᖐってきた。「中国の཭人たちが心㓄して、私

に᪩くᖐった࠺࡯がいい」といってくれて、小森より୍㊊᪩く 1944 年にᖐ国し、山ཱྀ┴の小森の

ぶ⦕ᡉの家に泊めて㈔った」と高ᶫはᅇ᝿している。ただし、小森のᖐ国してきたᙜ時のᵝᏊはศ

からない。 
高ᶫはࣟンࢻン␃学時代や上海時代に上海横浜ṇ㔠㖟行のᇼỤ⸅㞝やᮌ内ಙ⬍らとぶしくしてい

た⦕から、2 人のዲពで、ᖐ国して᪥㖟の社員になり、その後すぐ東京㖟行（戦前のṇ㔠㖟行が改

名）のკクとなって、行員の研ಟㅮᖌとなった。 
㛛ᒇ༤は戦≢として中国でᢚ␃され⿢ุをཷけていたが、⩣年、海እ㏣ᨺฎศをཷけて 1946 年

にᖐ国した。そこに、㹅㹆㹏や中国との間にど࠺い࠺いきさつがあったのかは୙᫂である。 
小森はᖐ国後すぐ出版社「黄土社」を立ち上げた。揚ᏊỤの黄土で結ばれたとい࠺ព࿡からの名
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⛠である。立࿨館大学の名࿴㈼୕も協力し、社員には東ள同文書㝔にいた人たちを౑っていたとい

1946。࠺ 年 6 月 � ᪥௜で最ึに出版した本が高ᶫṇ㞝ⴭの『社会୺⩏のはなし』であった。2 ᪥

後の 10 ᪥には高ᶫṇ㞝⦅㞟の『᪥本࢖ンレーࣙࢩンの研究』であった。この 2 ෉の本は࣋ストセ

ࣛーとなった。文໬や本に㣚えていたᙜ時としてはᙜ↛であった。 
『᪥本࢖ンレーࣙࢩンの研究』のᇳ筆者は、大内兵衛、᭷ἑ広ᕭ、⬥ᮧ⩏ኴ㑻、高ᶫṇ㞝、美濃

部亮吉の 5 人で、合ᐟして仕上げたものであった。࣓ンࣂーは高ᶫが㞟め、高ᶫが小森に大内兵

衛をはじめて⤂௓した。美濃部は戦前「大陸新ሗ」のᅾ京記者をしていが、2 人が会࠺のはこれが

最ึであった。美濃部は小森をこ࠺ᅇ᝿している。 
。ンについて教授グループがᑐㄯをして本にした㝿、ᙼはそのྖ会ᙺであったࣙࢩレーࣇン࢖」

本ᒇがၟ኎だ࠺ࢁとᛮっていた私は、そのྖ会ࡪりをみて、┦ᙜな人≀だとᛮった。」 
こ࠺して小森と大内グループとの戦後の新しい結びつきがጞまる。 
小森が「黄土社」をసるにいたった経緯についてはศからない。しかし、戦後୍年も経たない࠺

ちの、あらゆる≀資が୙㊊しているなかで、設立したばかりの新⯆出版社が大㔞の⏝⣬の๭りᙜて

をཷけて本を出版できたとは㦫きである。 
ここで、私が小森や高ᶫから᩿∦ⓗに⪺いたことから᥎ すると、ḟのよ࠺な関ಀであったらし

い。小森や高ᶫが戦前、上海の「大陸新ሗ」にいた時代、横浜ṇ㔠㖟行の上海ᨭᗑ長をしていたᇼ

Ụ⸅㞝とぶしかったことは、私にも知らされていた。ᇼỤは戦後、東京㖟行のྲྀ⥾ᙺから㢌ྲྀにな

っている。黄土社設立の資㔠はᇼỤがなࢇらかの㠃ಽをみたに㐪いない。ᇼỤは 194� 年、黄土社

から『国㝿Ⅽ᭰㔠⼥ㅮᗙ』を出版している。また、都政調査会ができてからも、いࢁいࢁと小森や

高ᶫと஺ὶしていた。また小森はᐩኈ㖟行のᒾబถᐇ㢌ྲྀともつきあいがあった。 
ᙜ時、⏝⣬は㹅㹆㹏の⟶⌮ୗにあり、ᨭ⤥制であった。黄土社が௚社にඛ㥑けて⏝⣬を☜保でき

たとすれば、小森と஺ὶのあったỈ野成ኵのཱྀききではないだ࠺ࢁか。Ỉ野は戦前、ඹ⏘ඪの代⾲

としてコ࣑ンテルンに派㐵され、後、中国武₎政ᗓにཧ⏬している。そして 3・15 事௳では㐊ᤕ

されて転向している。᪥中戦த中、ࣃルプの୙㊊に┠をつけ、༡႐୍とࣟ࣎⣬෌生事ᴗをጞめ、

1940 年㌷部の᥼ຓで෌生⣬会社をつくり、それが戦後の国⟇ࣃルプ会社となり、Ỉ野はその社長

となった。黄土社の⏝⣬はỈ野の手㓄でྍ⬟になったにちがいない。戦前の転向グループや上海グ

ループのたちの結びつきが࠺かがわれる。 
黄土社はその後、1947 年山ᕝᆒ『᪥本民୺୺⩏革࿨ㄽ』、194� 年大内兵衛、高ᶫṇ㞝、向ᆏ㐓

㑻、土ᒇႛ㞝のඹⴭで『᪥本資本୺⩏研究上・ୗ』、1951 年ᮌᮧẎ『東京案内記』などをḟࠎと

出版している。1951 年に大内兵衛は自ఏ『私のᒚṔ書』を黄土社から出版し、ḟのよ࠺にᅇ᝿し

ている。 
「学会の吉ᕝⱥ治とよばれる高ᶫṇ㞝ྩと➨஧のᒾἼであることを自㈇する黄土社の小森武ྩと

は、私のᪧ཭である。௒年୍月、୧ྩは㏿記者をつれて私のとこࢁにᢲしかけ、私のᒚṔ書を書く

から、㉁問に⟅えよとい࠺。ついẼをチしてしまった。高ᶫྩのᡪ動によって、ṇ体はついに㞃ࡏ

ないものである。」 
黄土社は┦ᙜに䬁かったらしい。小森はその資㔠で大内グループの生活にᅔっている学者たち、

≉に若い研究者もྵめてよく㠃ಽをみていたとい࠺。そ࠺した人たちが、後に都政調査会にཧ加し、

またᙼらのᐇ⦼にもなったのである。 
しかし、経㐣や事᝟は୙᫂であるが、1954 年に黄土社はಽ⏘する。高ᶫṇ㞝は簡༢にḟのよ࠺

覚書　戦時中革新と戦後革新自治体の連続性をめぐって　13
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に書いている。「ࡏっかくのඛ生たちのࣂックにもかかわらࡎ、小森さࢇと私たちの௻ᴗはኻᩋし

た。࢖ンࣇレ収᮰ᮇのᚲ↛ⓗ⌧㇟（㸽）であった。」 
また、小森武のኵ人のᬒᏊは戦後、小森の家に「ᐤᐟしていたᮅ᪥新⪺の㡲田⚞୍が『ᒅཎ』の

᪥本ㄒヂをやっていて、1954 年に㒌᢯若のᛂㅙあって、黄土社から出版しよ࠺としましたが、黄

土社は◚⏘のᑍ前、⛯務⨫のᕪしᢲさえをཷけ、社員はᅄᩓ、私まで␃Ᏺ␒にかり出されたときだ

ったので、ཷ࠾けすることができなかった。」とᅇ᝿している。 
ಽ⏘後、小森は୍時『東京案内』とい࠺タ࢘ンㄅのはしりとなる月ห㞧ㄅをだしていたが、長⥆

きはしなかった。この㞧ㄅについての事᝟はよくわからないが、࠾そらく都政調査会の設立時のึ

代⌮事になった⚄ᇸΎ、☾ᮧⱥ୍が関ಀしていたのではなか࠺ࢁか。そして 1955 年 10 月の東京

都政調査会の設立になっていく。 
 

��ە�� ᖺを㌿ᶵとࡿࡍ革新㤳長とᓥ㔝Ṋの௝ྎ市長㑅ᣲ  

1947 年、4 月に➨ 1 ᅇ⤫୍地方選挙が行われた。しかし、新しく選ばれた首長・㆟員のከくは、

戦前のྂい政治やᐁ൉体制が、ጼをኚえて᰿ᙉくṧっていた。その୍方、戦後のΰ஘と民୺໬への

ᮇᚅのᛴ増のなかで、広いព࿡での革新首長が大㔞にᙜ選した。 
໭海㐨、長野┴、⚟ᒸ┴、ᚨ島┴のᅄつの㐨と┴に、大都市では横浜市、京都市、⚟ᒸ市に革新

系首長がㄌ生した。その࡯か大ᐑ市、上野市、⯙㭯市、ᓊ࿴田市、Ᏺཱྀ市、出㞼市、୕ཎ市、ඵ代

市などの社会ඪ市長、その௚↓所ᒓの革新系首長、11 人のඹ⏘ඪ⏫ᮧ長など、また地方㆟会にも

革新系㆟員が大㔞に㐍出した。また、戦前社会୺⩏運動の経Ṕのある首長もఱ人かいるが、なかで

もᮡ୪༊長となったస家新ᒃ格は異色のᏑᅾであったが、1 年で戦後革新にኻᮃして㎡⫋した。 
その後の➨ 2 ᅇ⤫୍地方選挙の前後でも、1949 年に⚄ᡞ市、1951 年に高知市とᑽᓮ市に革新

系から᥎された市長がᙜ選した࡯か、ከくの地方都市に革新市長が生まれている。 
しかし、そのከくは戦後生まれた労働組合の出身、戦前の農民運動のᣦᑟ者、地方の᭷力者、文

໬人などであった。1952 年までは戦後᚟⯆のΰ஘は収まらない㐍㥔㌷による༨㡿体制のなかで、

財政、行政ともに自治体の首長のできることは㝈られていた。 
1955 年の➨ 3 ᅇ⤫୍地方選挙から、୕๭自治から自治ᶒᣑ大の運動がጞまるよ࠺になった。こ

の➨ 3 ᅇ⤫୍地方選挙の前後に生まれた୺な革新首長は、以ୗのと࠾りである。（以ୗ、市名の

ḟのᣓᘼ内は市長のⱑᏐのみ⾲♧） 
ᖏ広市・吉ᮧ༤、ኤᙇ市・ᶲ内ᮎ吉、䭈ู市・ഃぢΎ୍、⛅田市・ᕝཱྀ大ຓ、㡲㈡ᕝ市・⃝田୕

㑻、仙台市・島野武、ᐑྂ市・⳥地Ⰻ୕、㔩▼市・㕥ᮌ東民、㓇田市・小山Ꮮḟ㑻、୚野市・ⓑ鳥

୕㑻、大ᐑ市・⛙᫂཭、横㡲㈡市・長野ṇ⩏、Ᏹ治市・新ᗉ⩏ಙ、⯙㭯市・బ㇂㟹、田ᕝ市・ᆏ田

஑༑ⓒなどの 30 市以上の自治体の長であった。 
戦前の農民運動や社会運動経㦂者のなかでも、地ᇦの革新運動の経㦂を✚ࢇできた首長たちが増

えてきた。なかでも、ᖏ広市・吉ᮧᝡ、⛅田市・ᕝཱྀ大ຓ、㓇田市・小山Ꮮḟ㑻、大ᐑ市・⛙᫂཭、

୕㮚市・㕥ᮌᖹ୕㑻、⏥ᗓ市・㮚野ၨḟ㑻、高ᵳ市・ᆏ上Ᏻኴ㑻、高知市・Ặ家୍㑻、田ᕝ市・ᆏ

田஑༑ⓒなどの市長が┠立ったᏑᅾであり、1960 年代革新自治体の時代につながっていく。 
この 1955 年 4 月の仙台市長選挙に、戦前⦅で㏙࡭た㛛ᒇ༤のᘵでᘚㆤኈの島野武が立候補した。

島野は 192� 年の 3・15 事௳の㐊ᤕ者のᘚㆤにあたっていたが、ᖐ国後、㖟ᗙ஺ュ社ࣅルにᘚㆤኈ

事務所を㛤き、1950 年には東京ᘚㆤኈ会๪会長を務めている。 
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ᙜ時の仙台市政は保Ᏺのᒸᓮᰤᯇ市長のもとでở⫋がはびこり、仙台出身の島野が市民のᢈุの

高まりを࠺けて、左・ྑ社会ඪのせㄳをཷけて立候補することになった。この選挙に小森武をඛ㢌

に、඗・㛛ᒇ༤、Ỉ野成ኵをጞめ戦前の転向者グループ、大内グループの学者がᛂ᥼にかけつけた。

小森は選挙前年から仙台に行きっきりであった。ᙜ時、都労㐃の財政部長をしていた㭯ᒸ⚽୕は

『都労㐃஧ࠐ年ྐ』のなかで「小森社長がఱࣨ月も␃Ᏺにしている間に、黄土社の社員たちが会社

を຾手にゎᩓしてしまった」と書いている。 
結ᯝは䬀か 500 ⚊⛬ᗘのᕪで島野はᒸᓮにᩋれた。しかし、㛤⚊に୙ṇがあったことが発ぬし、

ッゴの結ᯝ、1957 年に最高⿢のุỴが出て、選挙の↓ຠとやり┤しがỴᐃした。それをཷけて

195� 年にやり┤しの市長選挙が࠾こなわれ、島野が社会ඪの᥎⸀で෌び立候補してᙜ選した。 
この島野が 1955 年 4 月の最ึの選挙でⴠ選した 6 ࣧ月後の 10 月に、小森と高ᶫは都政調査会

をたちあげるのである。その間にど࠺い࠺経緯があったのかを、ḟに㏙࡭ることにしたい。 
 

 ⦌⤒東京都政調査会の設立のە

1955 年の➨ 3 ᅇ⤫୍地方選挙で大きなதⅬになったのは、東京都知事選挙であった。Ᏻ஭ㄔ୍

㑻知事の 3 ᮇ┠の選挙であったが、選挙前から「都政୐୙ᛮ㆟」の文書がながれ、革新㝕Ⴀは元

እ┦᭷田ඵ㑻をたてたが、᥋戦のᮎにᩋれた。この時Ⅼでは都政調査会はできて࠾らࡎ、小森は仙

台市長選にかかりっきりで都知事選にかかわっていない。 
しかし、Ᏻ஭୕選┤後に都ᗇにở⫋のᤚ査がはいり、⫋員 11 人、ᴗ者 26 人、ᗇ内⣬記者 7 人

が㐊ᤕされ、都民のᢈุがたかまった。東京都で働く⫋員➼がつくる労働組合の㐃合会である東京

都労㐃（都⫋労、都஺㏻労組、都Ỉ㐨労組、都教組、都高教組、都立大学教⫋組の⣙ 20 ୓人）に

は、東஺労組など戦前からの労働運動のఏ⤫があり、自ศたちで都政の改革を⪃えよ࠺と動きはじ

めた。そして、「都政を᫂るくする」とい࠺リ࣎ンを඲組合員が௜けると同時に、都政のຮᙉ会を

組織することとし、内部に「都政調査ጤ員会」をつくり、都行財政のศᯒを࠾こな࠺ことをỴ㆟し

た。 
このとき小森武と高ᶫṇ㞝が都労㐃からの┦ㄯを࠺けた。『都労㐃஧ࠐ年ྐ』のなかで㭯ᒸ⚽୕

は「都労㐃の中ᕝ㐩ኵ書記長と小森、高ᶫがఱᅇも本部の∦㝮でヰしあっていたことをぬえてい

る」と書いている。そして都労㐃の出資により、都政調査会をつくることとなり、1955 年 10 月

22 ᪥に発㊊した。ᙺ員には前に掲げたよ࠺な人たちが選ばれたが、労組ᙺ員以እは小森と高ᶫの

2 人による人選であ࠺ࢁ。 
設立にあたって、ḟのよ࠺な┠ⓗが掲げられた。 
「都政に関心をもつ学者文໬人グループと、都ᗇ 10 ୓人の⫋員を代⾲する組合のཧ加のもとに、

ձ⥅⥆ⓗ都政研究のための会を㛤ദ、ղ都政をめぐる≉ᐃ問題のᚭᗏⓗな調査、研究、立案、ճ公

㛤のㅮ演会の㛤ദ、ㅮᖌ団をつくって都内ྛ所でᕠᅇの᠓ㄯ会を㛤き、都民に向けた都政のၨⵚ活

動を࠾こな࠺、մそのため月หㄅ「都政」を発行する。」 
小森と高ᶫはすぐ、ㅮ演会や研究会を組織しはじめた。1956 年 1 月には 23 ༊と୕ከᦶの 36 ࣧ

所で「都政をᏲるㅮ演会」を㛤き、「ኟᏘ大学」も㛤ദした。そこには大内兵衛、高ᶫṇ㞝、㛛ᒇ

༤、ⱂ⃝᙭衛、向ᆏ㐓㑻、⸨田武ኵ、ᮌᮧ⚫ඵ㑻、⻽山政㐨、䭜Ύ᫂、中ᮧဴ、野ࠎᮧ୍⏨、⚄ᓮ

Ύ、山本჆ḟ㑻、⛅山ちࢅᏊ、田中ᑑ美Ꮚ、ᯇᒸὒᏊ、▼ᕝ㐩୕たちがཧ加した。こ࠺した人たち

を組織したのは高ᶫṇ㞝であったが、大内グループの学者たち、さらにそれ以እのస家や文໬人た
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ちの名でศかるよ࠺に、ᙜ時の都政問題にたいする関心の高さがఛわれよ࠺。 
小森と高ᶫの広い人脈のなかで、戦前の௻⏬㝔で戦時≀資動員ィ⏬に加わり、戦後経῭Ᏻᐃ本部

ḟ長をつとめた✄ⴥ⚽୕や、また௻⏬㝔事௳で㐊ᤕされた戦後㙊಴市長になったṇᮌ༓෤や௒஭୍

⏨が協力しているし、東京㖟行のᇼỤ⸅㞝がなにかと都政調査会の㠃ಽをみていた。ᙜ時の都政調

査会にはそ࠺した戦前の左翼知識人や文໬人、大陸でつながった新ᐁ൉、保Ᏺྑ翼系らしき人≀が

出ධりしていて୙ᛮ㆟な㞺ᅖẼがあった。 
都政調査会の設立は、ձ戦前の左翼グループが 1955 年の島野の仙台市長選のなかで、新しい政

治テーマをみつけたこと。ղྂい体㉁のままの東京都政にᑐする都民のᢈุと地方自治の༴機に立

ち上がった都労㐃。ճḟの政治・社会改革をල体ⓗなテーマとした労農派大内グループ、この୕者

の協同によってྍ⬟になったといえよ࠺。ただし、この時Ⅼでこの人たちが自治体の革新と市民自

治についてどれだけのㄆ識をもっていたかについては、さらに᳨ドするᚲせがあ࠺ࢁ。 
1956 年 1 月に発行された機関ㄅ『都政』の➨ 1 号には、発หのゝⴥとして、✜やかにḟのよ࠺

に書かれている。 
「都政と都民とがかくも㐟㞳している時代もないでし࠺ࡻ。これは都政ᙜ局の⨥であると同時に、

都民の㈐௵ともい࡭࠺きであります。 
都政調査会はඪ派を㉺えた自⏤な立場で都政を研究し、都民のみなさまに資ᩱを提౪すると同時

に都民のࡈពぢを都政ᙜ局にఏえて『ᡃらのఫみよい東京』をᐇ⌧するためດ力したいとᛮいます。

そのためにはఱよりもඛࡎ、都政にᑐする都民の関心をたかめ、都政ᙜ局と都民の間をつなぐこと

が大ษでありまし࠺ࡻ。 
月ห『都政』はこのよ࠺な大ษな仕事を㐙行しຠᯝをあげるために発หされました。いわば『都

政をㄒる広場』になることがこの㞧ㄅの౑࿨であります。」 
そしてᕳ㢌に高ᶫṇ㞝の「地方自治と中ኸ㞟ᶒ」のㄽ文が載ࡏられている。 
地方自治制ᗘが᪋行されて � 年┠にあたる 1955 年の➨ 3 ᅇの⤫୍地方選挙と⩣年の地方自治法

の改ṇは、戦後地方自治の෌出発Ⅼともい࠺ことができよ࠺。地方自治がよ࠺やくᐃ╔してきて、

戦後地方自治のᢸい手となり࠺る新しい首長がከᩘ出てきた。その⫼ᬒに戦⅏の᚟⯆が㐍み、高ᗘ

成長への㊊がかりができると同時に、自治体にᑐする中ኸ㞟ᶒがᙉ໬され、自治の✵Ὕ໬にᑐする

༴機ឤが広がってきたためである。 
そ࠺した状況にᩄឤに཯ᛂしたのは、自治体で働く労働者の組織である自治労であった。1956

年から自治体労働者がఫ民と結びつきながら、いかに自治をᏲり発ᒎさࡏる࡭きかの学⩦をすすめ

るための組織໬の‽ഛがはじまった。そして⩣ 1957 年に➨୍ᅇの地方自治研究඲国㞟会が⏥ᗓ市

で㛤かれた。 
この㞟会のために、行政学、財政学、政治学をはじめ、さまࡊまなศ野の学者・研究者がཧ加を

ồめられた。この人たちも研究ᐊからでて自治体のᐇ㝿に関わるのはึめての経㦂であり、自治体

問題にᑐする関心をもつきっかけとなった。1955 年に設立された都政調査会のᙺ員はまだ戦前の

活動家や大内グループの୺せな研究者であったが、さらにᯇୗᆂ୍、大島ኴ㑻、小ἑ㎮⏨、ᰘ田ᚨ

衛、బ⸨➊、㐲⸨•吉、㜿利Ⳙ஧、野ཱྀ㞝୍㑻、୍℩ᬛྖ、㟷ᮌ᐀ஓ、ⶶᅬ㐍、㉥ᮌ㡲␃႐、高ᮌ

㖍సら、若手の研究者がཧ加してきて、さまࡊまな研究会や調査活動ができるよ࠺になったのは、

2 年࡯ど経った 1956 年ᮎ㡭からであった。 
1956 年⛅㡭から都政のあり方の研究会で、高ᶫṇ㞝が中心になり「都政ๅ新のためのᣦ㔪࡙く
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り」の㆟ㄽがጞまった。その結ᯝが 1957 年の 4 月号の『都政』都政調査会⥘㡿㉳ⲡグループによ

る「みࢇなで都政を⪃えるためにー都政⥘㡿ヨ案」が発⾲された。内ᐜをせ⣙して⤂௓したい。 
「➨୍❶ 戦後の地方自治をどのよ࠺にホ౯するか  ➨஧❶ 国と地方団体の関ಀ  ➨୕❶  
国と都の関ಀ―その≉Ṧ性について  ➨ᅄ❶ 都知事と都㆟会  ➨஬❶ 都政は都民のせồ

をみたしているか  ➨භ❶ 都政民୺໬のために」となっている。 
前文ではヨ案をつくった┠ⓗとして「都政をど࠺す࡭きかについて、政ඪや、市民団体や労働組

合や、また都政に関心をいだくከくの都民にᑐし、問題の所ᅾをᩚ⌮して、ウㄽの手がかりを提౪

するとともに、⤫୍ⓗな⪃え方を、ಁ㐍したいがためである。ヨ案と࿧ࡪのも、そのためであ

る。」と㏙࡭ている。 
以ୗ、61 の㡯┠をあげている。➨୍❶の஬から୍ࠐまでの㡯┠を⤂௓する。 
「஬ 戦後の地方自治制ᗘኚ革のព⩏   භ 戦前の᪥本には民୺ⓗな自治がなかった 
 ୐ ᠇法が保㞀する新しい地方自治とは ඵ 戦後の地方自治にᑐする஧つのぢゎ 
 ஑ 問題はここでも㏫コースがጞまっていること ୍ࠐ ఫ民によるఫ民のための政治」 
そして都政についてල体ⓗな問題Ⅼのᣦ᦬と提案をしながら、61 の㡯┠の最後は「都民との結

びつきがఱよりも大ษである」で⥾めくくられている。 
1956 年のẁ㝵では社会ඪにも労働組合にも都政をྵめて自治体問題にたいするᇶ本ⓗ政⟇がな

く、この「都政⥘㡿ヨ案」は革新㝕Ⴀにとってึめてのものであった。その後の社会ඪの自治体の

⥘㡿స成運動や革新市長会の政⟇のࣔࢹルになった。 
この年に地方自治法が改ᝏ、地方財政のᝏ໬など、中ኸ㞟ᶒ体制がᙉ໬され、戦後地方自治への

༴機ឤが高まり、自治労は組合員による自治研究㞟会をィ⏬していた。自治労から┦ㄯされた小森

や高ᶫは地ᇦࡈとの「地ᇦ自治研」の組織໬を提案しᏳ㣴ᑎጤ員長と協㆟していたが、「඲国自治

ᶒ㞟会」として⩣年➨ 1 ᅇの㞟会が⏥ᗓで㛤かれている。 
                     

 市Ẹ࣭都Ẹ㐠ືの㧗ᥭと都政調査会ە

1955 年 2 月、小森武と都政調査会にとって大きな転機がゼれた。それは 1955 年 2 月の仙台市

長選挙で୙ṇ㛤⚊によってⴠ選した島野武が、最高⿢のุỴにより、やり┤しの選挙となり、社会

ඪや労働組合の᥎⸀をཷけて෌立候補したことである。小森は仙台で選挙にᙇり௜き、඗・㛛ᒇ༤

をはじめ戦前の௰間や大内学者グループの人たちもᛂ᥼に㥑けつけた。195� 年に島野はᑐ立候補

者に大ᕪでᙜ選した。 
小森と都政調査会はึめて自前の革新市長をᐇ⌧し、その後の 1960 年代の革新市長の組織໬と

革新都政ᐇ⌧への出発Ⅼとなった。な࠾、島野市政 2 ᮇ┠に、都政調査会からⳢཎⰋ長がブレー

ンとして派㐵され、またᙼは美濃部都政ᐇ⌧後、知事⛎書ᐊにはいっている。 
୍方、Ᏻ஭都政では౫↛としてኻ政やở⫋が⥆き、都民のᢈุが高まっていた。195� 年には῝

้なỈ୙㊊が㉳こり、また㐨㊰局、民生局でở⫋が発生した。都政調査会は山本჆ḟ㑻、⚄ᓮΎ、

ᯇᒸὒᏊ、田中ᑑ美Ꮚ、⛅山ちࢅᏊ、▼ᕝ㐩୕、小森武を代⾲として「都政をきく会」を㛤いて都

ᗇの⌮事者や都㆟会㆟員に㏕り、その後、会の名⛠を「都政を᫂るくする会」として活動を⥆ける

こととなった。 
1959 年 4 月、➨ 4 ᅇ東京都知事選挙が࠾こなわれた。Ᏻ஭ㄔ୍㑻はᅄ選を᩿ᛕし、保Ᏺから東

❳ኴ㑻、革新から෌び᭷田ඵ㑻が立候補した。前ᅇの 1955 年の選挙のときには小森はとくに関୚
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はしていなかったが、௒ᅇは小森と都政調査会のᐇ⦼から᭷田選挙の政⟇の立案と演出を小森は౫

㢗された。小森人脈をはじめ都政調査会のスタッࣇが動員された。私は小森について᭷田㑰である

⯡若ⱌにでࡴいて都政や自治問題のヰしをした。しかし᭷田都知事はᐇ⌧できなかった。୕島⏤⣖

ኵがこの選挙をめぐる小森を୺題とした小ㄝ『ᐗのあと』を発⾲してヰ題になったことはⰋく知ら

れている。小森の革新都知事ᐇ⌧へのពḧが高められた選挙であった。  
1959 年に᪥⡿Ᏻ඲保㞀᮲⣙の改ᐃ問題が最大の政治ㄢ題となり、社ඹ政ඪをはじめ労働運動が

཯ᑐ運動の組織໬をすすめていた。しかし、戦後の民୺໬の୺力である⏘ู⦪๭りの労働組合運動

は、୕ụ㜚தのᩋ໭に㇟ᚩされるよ࠺に、᭤がりゅにたたされてきていた。୍方、都市໬、ᕤᴗ໬

がᛴ㏿に㐍ࡴなかで、ᚑ᮶ᆺの運動にあきたらない、地ᇦや身㏆な問題のゎỴをᮃࡴ地ᇦ労働組合

組織や地ᇦの市民・ఫ民運動の組織が生まれጞめていた。 
1960 年 6 月、国会をとりまいた཯Ᏻ保の国民運動が᣸ᢡしたなかから、戦後民୺୺⩏のあり方

や革新ໃ力の体㉁への෌᳨ウがጞまった。都政調査会は 10 月に『大都市に࠾ける地ᇦ政治のᵓ

㐀』の調査ሗ࿌書を発⾲した。ᯇୗᆂ୍、㜿利Ⳙ஧、高ᮌ㖍స、㬆海ṇὈが、ᮡ୪༊の地ᇦᮎ➃で

の保Ᏺᵓ㐀をᣦ᦬し、中ኸ㜚தだけでなく、地ᇦからの自治体の改革と民୺୺⩏の☜立のᚲせ性を

提㉳したものであった。都政調査会のそれまでの活動を㋃まえて自立ⓗ市民のᙧ成を㍈とする新し

い政治ㄢ題の戦␎ⓗ問題提㉳であった。研究者と市民のഃからの戦後民୺୺⩏の෌ᵓ⠏と自治体改

革運動のጞまりである。 
この 60 年Ᏻ保をቃに、戦前ᆺ革新の体㉁と人脈をᘬきࡎってきた戦後ᆺ革新からᢤけだしጞめ、

戦後民୺୺⩏を㋃まえた市民政治ᆺ革新への⛣行がጞまる。社会ඪの 1961 年の運動方㔪ははじめ

て「地方自治体改革」の㡯┠をとりいれ、『自治体改革の手ᘬき』をつくった。 
それまでの社会୺⩏ㄽに代わって、社会ඪにも革࿨ᆺから改Ⰻᆺのᵓ㐀改革ㄽの㆟ㄽが高まって

きた。大内兵衛と向ᆏ㐓㑻が設立して、社会ඪの⌮ㄽⓗᨭᰕになっていた「社会୺⩏協会」も、㝵

⣭㜚தを୺㍈とする向ᆏ㐓㑻と₞㐍୺⩏の改革ㄽの高ᶫṇ㞝との⪃えがᑐ立し、஧人は⿂をศかつ

ことになる。向ᆏは都政調査会に᮶ることはなくなり、小森と高ᶫの結びつきは୍ᒙᙉくなった。 
1962 年の都政調査会のᙺ員名⡙でみるよ࠺に、㛛ᒇ༤をጞめ๰立ᙜึの戦前の活動家はጼをᾘ

し、ᯇୗᆂ୍、大島ኴ㑻、ᰘ田ᚨ衛など、ᐇ㉁ⓗに政治、行政、財政、都市政⟇などのྛ大学の研

究者たちが中心になってきている。経Ⴀ者ഃの都労㐃のᙺ員は⌮事になり、学者グループがホ㆟員

の中心になり、調査・研究体制がᩚഛされた。 
 

ࠝ東京都政調査会ᙺ員（1962 年）（ ）内はᙜ時の経Ṕ➼ࠞ 
㢳 問㸸大内兵衛、㕥ᮌ武㞝 
⌮事長㸸高ᶫṇ㞝 
ᖖ務⌮事㸸小森 武 
⌮  事㸸䭈ἑ᙭衛、中ᕝ㐩⏨、上ᖹṇ治（東京都民生局長） 
┘  事㸸ᶫ元ᅄ㑻ᖹ（島野武ᘚㆤኈ事務所） 
ホ㆟員㸸✄ⴥ⚽୕、☾ᮧⱥ୍、㬼㣫ಙ成、⚄ᓮ Ύ、⸨田武ኵ、ᰘ田ᚨ衛 
୍℩ᬛྖ（国㝿ᇶ╩教大学 経Ⴀ学）、㐲⸨•吉（東京大学 財政学）、ᒸ ⱱ⏨（武ⶶ大学 

財政学）、大島ኴ㑻（ᑓಟ大学 行政学）、小ἑ㎮⏨（武ⶶ大学 経῭学）、ⶶᅬ 㐍（武ⶶ大学 

஺㏻政⟇）、野ཱྀ㞝୍㑻（武ⶶ大学 経῭学）、ᯇୗᆂ୍（法政大学 政治学）、中ᮧ ဴ（法政
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大学 ᠇法学）、㜿利Ⳙ஧（法政大学 政治学）、┦ཎ ⱱ（東京大学 財政学）、ᣢ田ᰤ୍（東

京大学 教⫱行政学）、ΎỈ㤾ඵ㑻（༓ⴥ大学 都市政⟇）、ⷧ ಙ୍（法政大学 経῭学）、బ

⸨ ➊（成㋣大学 行政学）             ͤ都労㐃ᙺ員 7 名がいるが┬␎した。 
 
60 年Ᏻ保以後、地ᇦでさまࡊまな政治ㄢ題にྲྀり組ࡴ組織が生まれはじめた。総ホは 1960 年

の➨ 6 ᅇ大会で「地༊ඹ㜚を中心とする地༊組織のᙉ໬」をᡴち出し、地ᇦ勤労協の組織が広が

ってきた。また、୍⯡の市民のఫ民組織が地ᇦの民୺໬の運動をጞめた。小㔠஭市民の会、中⦎㤿

市民のつどい、ᮡ୪の会などである。公ᐖ問題にᑐする᢬ᢠ運動も⃭しくなってきた。そのため都

政調査会は 1961 年に『地ᇦ活動の手ᘬき』をつくっている。 
都政調査会は 1961 年㡭から、大きな都民運動を組織しはじめた。「都政を᫂るくする会」でྲྀ

り上げたテーマから発ᒎした高ᰯ増設運動である。「୍人も中学ᾉ人をださない」とい࠾࠺ẕさࢇ

たちの運動は、教組の組織をこえて඲都に広がり、ྛ༊にも自୺ⓗに組織ができた。都政調査会の

事務所にはẕぶたちが䬨れるよ࠺になった。そのୡ田㇂のୡヰ人をしていたのが、前にあげた小森

の上海時代からのぶ཭㡲田⚞୍のኵ人であり、前に㏙࡭たよ࠺に、そのᜥᏊの᫓海が、私が横浜市

に転出したあと都政調査会にはいり、中心ⓗᏑᅾとなる。 
くわえて 1965 年の都㆟会のở⫋事௳にᑐする都民のᢈุの高まりが、自↛発生ⓗな市民運動の

広がりとなった。都政調査会は「都㆟会のゎᩓをồめる市民ጤ員会」をつくった。会には⻽山政㐨、

都␃㔜人、中野ዲኵ、⚄ᓮΎ、ⱂἑ᙭衛、㐲⸨•吉、⯪山㤾、高ᶫṇ㞝、బ⸨➊、ᯇୗᆂ୍、ᡄ⬟

㐨Ꮥ、㉥ᮌ㡲␃႐などがなったが、戦前派と戦後市民派が୍⥴になり、これも小森と高ᶫṇ㞝の人

脈であった。また、都␃㔜人もよく事務所にきていた。かれは࢔ࣅ࢙ࣇン協会の⌮事をしていて、

協会⫋員のΏ㎶⢭୍を㏦り㎸ࢇできた。ᙼは 3 年࡯ど都政調査会に⫋員としてᅾ⡠したあと、⚄

ዉᕝ大学教授となった。 
こ࠺した 60 年Ᏻ保以後の඲国でのさまࡊまな市民運動の広がりが、1963 年の➨ 5 ᅇ⤫୍地方

選挙で、1955 年の➨ 3 ᅇ⤫୍地方選挙でⱆ生えてきていた革新自治体のᏑᅾを୍挙に඲国༊に広

げることになる。 
 

 革新市長会の⤖成をᥦ᱌ࡀᓥ㔝௝ྎ市長ە

➨ 5 ᅇの⤫୍地方選挙での都知事選で、革新団体は戦前からの文໬人で、戦後、ᑽᓮ市長、兵

ᗜ┴知事を勤めた㜰本຾を候補とした。㜰本は仙台のᪧ制஧高で㕥ᮌ東民・᭷ἑ広ᕭ・㛛ᒇ༤と同

じ社会୺⩏運動の௰間であった。 
この選挙でも小森をはじめとして都政調査会が政⟇立案にಀわったがᆏ本でᩋれている。しかし、

すでに⛅田市、㓇田市、大ᐑ市など、ከくの地方都市で革新市長会の中心となる市長がㄌ生してい

るし、1962 年には東京の調ᕸ市で本ከ჆୍㑻がᙜ選している。これらの経㐣はすでにከくの資ᩱ

にあるので、1963 年の➨ 5 ᅇ⤫୍地方選挙での革新自治体のᣑ大と革新市長会の結成にいたる事

᝟について記して࠾きたい。 
1963 年の➨ 5 ᅇ⤫୍地方選挙では大都市で、横浜市・飛鳥田୍㞝、大㜰市・中㤿㤾、໭஑ᕞ

市・吉田法ᬕと、᪫ᕝ市・஬༑ᔒ広୕、㔲㊰市・山ཱྀဴኵ、武ⶶ野市・後⸨႐ඵ㑻、上田市・山୍

ᖹ、中ᮧ市・長㇂ᕝ㈡ᙪなど 20 市を㉸える革新市長が新たにㄌ生した。この選挙の結ᯝは、小森

と高ᶫに㇟ᚩされる戦前グループと大内グループと、60 年Ᏻ保以後の市民派とᵓ㐀改革ㄽの研究
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者、自治労の運動などが、↓ඪ派市民運動と合ὶしたものとみることができよ࠺。 
仙台市長になった島野武は前年の 1962 年に 2 ᮇ┠のᙜ選をはたしていた。63 年 9 月になって

島野市長は横浜にきて、飛鳥田と私が会ってヰしあった。඲国の革新系の市長に࿧びかけて革新市

長の㞟まる組織をつくりたいので、飛鳥田にまとめᙺになってḧしいとい࠺提案であった。飛鳥田

はすぐ㈶成し、࿧びかけの‽ഛをすることとなり、私にసᴗをするよ࠺ᣦ♧した。 
そして 9 月、東京の都市センター࣍ールで、都政調査会の୺ദによる「革新市政のሗ࿌と研究

㞟会」が㛤かれた。これは 1963 年の選挙結ᯝをཷけて、島野が小森と┦ㄯして࿧びかけたもので、

革新市政のあり方をヰしあ࠺戦後ึめての大きな㞟会であった。 
㞟会にはඛにあげた大内グループをはじめ୍⯡市民をྵめて 200 人以上の人たちがཧ加し、高

ᶫṇ㞝のྖ会で行われた。仙台市の島野武は「市民に┤結する市政の民୺໬」、横浜市の飛鳥田୍

㞝は「᢬ᢠ㜚தと୍୓人市民㞟会」、大㜰市の中㤿㤾は「ⓒ年ඛの都市࡙くり」、໭஑ᕞ市の吉田

法ᬕは「஬市合ేとい࠺新市のなやみ」のタ࢖トルでሗ࿌し、武ⶶ野市の後⸨႐ඵ㑻と⛅田市のᕝ

ཱྀ大ຓが「中都市革新市長のせᮃとពぢ」を㏙࡭た。 
これらにᑐして⸨田武ኵ、ᯇୗᆂ୍、ᰘ田ᚨ衛、㐲⸨•吉ら研究者が㉁問やពぢを㏙࡭て会場は

⇕Ẽに䬨れていた。戦前知識人の教㣴と、戦後の革新市長と 1960 年代の市民のᮇᚅとが結びつい

たといえよ࠺。このなかで、私には㐲⸨•吉の「革新ⓗな政治よりも、ở⫋を࠾こさないだけで革

新ⓗだと⪃えた࠺࡯がいい」とい࠺発ゝが༳㇟ⓗであった。 
⩣年 4 月、飛鳥田が࿧びかけて、とりあえࡎ⟽᰿の᪑館に᪫ᕝ市・などᙜ選したばかりの革新

市長が㞟まってヰしあった。その結ᯝ、⛅に仙台で革新市長の㞟会を㛤くことを࿧びかけることに

なった。 
1964 年 11 月にᐑᇛ┴స୪ Ἠで東᪥本の市長を中心に㛤くことになった。す᪥本の市長とは

ヰし合いが㐍ࢇでいないのに加えて、社ඹ⤫୍の市長の動きをみるためでもあった。22 名の市長

が㞟まったが、会の案内にあたって会の名⛠を「東᪥本広ሗ・公⫈㐃⤡会㆟」を⾲の名⛠にして㛤

くとい࠺やり方を 70 年㡭までとってきた。市長が出ᖍしやすい名┠とそれࡒれの政治ᇶ┙に㓄៖

したものであった。社会ඪからはỤ田୕㑻国会㆟員だけがಶ人の資格でཧ加した。 
この㞟会でṇᘧに「඲国」ではないが「東᪥本革新市長会」が発㊊した。会には都政調査会の小

森も㠀公ᘧに出ᖍして࠾り、島野は革新市長会の事務局に都政調査会がなることをᮃࢇでいた。し

かし、東京都政調査会の名⛠と性格から↓⌮があるとして、横浜市が事務局をᢸᙜすることになっ

た。以後、඲国革新市長会の㛤ദは、「広ሗ・公⫈㐃⤡会㆟」を⾲の名⛠にして㛤くとい࠺やり方

を 1970 年㡭までとってきた。 
この➨ 1 ᅇ会㆟でも、自治体に࠾ける「革新」のᐃ⩏はなく、また運動方㔪らしきもなく、ࡰ

やきやᝎみをㄒる⛬ᗘのものであった。飛鳥田会長が総会でᇶ調ሗ࿌を࠾こない、またྛ市長がሗ

࿌を࠾こなった࠺えで、それを㆟ㄽするᙧができたのは⩣年の 1965 年からであった。また、社会

ඪ地方政治局が中心になり、እ部組織のᙧをとった事務局「地方自治センター」ができ、ᑓಟ大学

の大島ኴ㑻が会長になったのもこの年である。 
こ࠺して革新市長会は都政調査会をめぐる戦前革新のᙳ㡪を⬺して、よ࠺やく⊂自のᇶ┙をもて

るよ࠺になり、ཧ加市長は社会ඪ系が中心ではあったが、཯自民を掲げることをᇶ本にす᪥本の市

長もཧ加しጞめ、඲国名を名஌り、ḟ➨に会員を増やし、1973 年には 137 都市にまで増加してい

る。 
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この時ᮇ、⿬方がከく、⾲にでることがなかった小森は、機関ㄅ「都政」に「こばやしけࢇじ」

の࣌ンࢿー࣒でいࢁいࢁᇳ筆しているが、1965 年、Ἑ出書ᡣから「⌧代の経῭」ࢩリーࢬの 15
ᕳ┠に『都市࡙くり・都市問題の⌧ᐇとᮍ᮶』とい࠺タ࢖トルの本を出版している。小森の၏୍の

ⴭ書である。ὀ┠す࡭きことは、小森はこのなかで大内兵衛のゝⴥをᘬ⏝しながら「都市࡙くりの

┠ᶆを㐩成するためには、都市ఫ民にとってᚲせな最పỈ‽がまࡎもってᐇ⌧されなければならな

い。そのためࢬࢳࢩン・ࢽ࣑マ࣒の☜立と、その⤯えࡊるᘬき上げをせồするኌ」のᚲせ性をㄽじ

ている。࿧び方はᑡし㐪࠺が、1967 年にⓏ場した美濃部都政の政⟇に、ᯇୗᆂ୍がࣅࢩル・ࢽ࣑

マ࣒の名⛠で、自治体の総合ィ⏬にとりいれることを提案した 2 年前のことである。また、1959
年 2 月号のᒾἼ『ୡ⏺』に「東京஺㏻ジャングルの㈐௵は」とい࠺ㄽ文のなかで、都市஺㏻の公

Ⴀ୺⩏のᚲせをㄽじている。 
 

 の美濃部ுྜྷࣉーࣝࢢ都▱஦ೃ⿵に大ෆە

1967 年、革新自治体のᏑᅾに新しい状況が生まれてきた。ここで෌び、戦前革新の大内グルー

プと転向派の小森人脈が自治体の⯙台にⓏ場し、戦前と戦後を結ࡪ最⤊ࣛࢻマがᒎ㛤される。それ

は 1967 年 4 月の➨ 6 ᅇ⤫୍地方選挙で、東京都に美濃部革新知事が出⌧したことである。 
都㆟会のở⫋事௳などから東㱟ኴ㑻都知事はᘬ㏥し、自民ඪはΰ஘のあげく、立教大学総長のᯇ

ୗṇᑑをたてることとした。社会ඪや労働組合は前総ホ㆟長の大田⸅を᥎そ࠺としたが、┤前にな

ってᙼは立候補をྲྀりやめた。ᅔった社会ඪはそれまで都政ๅ新運動をᢸってきた小森に┦ㄯした。

高ᶫṇ㞝によると、小森は高ᶫに㈗方がやらないかといってきたが、高ᶫは美濃部亮吉がいいと᥎

⸀したとい࠺。 
小森はすぐ㈶成して美濃部に㠀公ᘧにᡴデをすると同時に、ᐦかに横浜にきて飛鳥田市長に┦ㄯ

した。飛鳥田も㈶成して、小森・飛鳥田・成田知ᕫ社会ඪጤ員長の୕者会ㄯで、美濃部に出㤿せㄳ

をすることをỴめた。小森と飛鳥田は஧人で㙊಴の大内兵衛をᑜࡡ、美濃部のㄝᚓを㢗ࢇだ。美濃

部はいった᩿ࢇったが、᭷ἑ広ᕭ、⬥ᮧ⩏ኴ㑻ら大内グループの୺だった人たちに┦ㄯし、最⤊ⓗ

に大内、小森、飛鳥田、成田のせㄳをཷけて立候補をᢎㅙした。大内グループは、島野武の仙台市

長選挙戦の後、෌び立ち上がり、60 年Ᏻ保以後の市民運動の大きなᮇᚅをཷけながら、自治体政

治の⾲⯙台に上ることになる。 
美濃部都知事のブレーンとしてᙜ時ᒾἼ書ᗑで㞧ㄅ「ୡ⏺」の⦅㞟長をしていたᏳỤⰋ௓を都知

事ᐊにධるよ࠺にㄝᚓしたのも大内グループの人たちであった。 
こ࠺した戦前・戦後を㏻じてのṔྐኚ動のなかでの大内グループの動きについて、௒᪥どのよ࠺

にホ౯されるだ࠺ࢁか。大内グループについてのヲ⣽な研究者であるࣀース࢙࢘スタン大学のࣟー

ࣛ・ハ࢖ン教授は、『⌮性ある人びと 力あるゝⴥ』のなかで、ḟのよ࠺に㏙࡭ている。私が都政

調査会でその人たちと᥋したかࡂりでは、ṇᙜなホ౯だとᛮ࠺。 
「大内たちは᪥本の市民社会をᙉ໬しよ࠺とした。その┠ᣦす方向は、ᑓ横な国家ᶒ力をᢚ制し、

㌷国୺⩏の䬳をᢤき、広⠊ᅖに࠾よࡪ経῭ⓗセࣇ࢖テࢿ࢕ットを⏝ពし、す࡭ての᪥本人に、政ᗓ

にᣮࢇで自ศたちの政治ⓗ・経῭ⓗඃඛ事㡯を制ᗘ໬さࡏるための㐨ලをあたえることだった。教

⫱ある市民こそ公ṇな経῭と民୺ⓗな政治文໬にとっての中心ⓗᏑᅾだと☜ಙしていたᙼらは、長

い間公ඹᅪに࠾いて♧しつ࡙け、それらを政ᗓと市民社会཮方のㅖ制ᗘのなかにᐃ╔さࡏるよ࠺ᠱ

࿨に働いた。―中␎― 小森は公ඹ行政を㐍Ṍ派にとって㔜せな政⟇上のதⅬとしてあつかった最
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ึの人びとの୍人であった。」 
美濃部の都知事ᙜ選は政ඪや労働組合の力だけではなかった。都政の⭉ᩋと高ᗘ成長のࡎࡦみに

たいする市民のᢈุ、඲国ⓗな市民派市長の広がりが⫼ᬒになっていた。また、戦前の௻⏬㝔など

の革新ᐁ൉や୍部の保Ᏺ系政治家も、ᐦかに࢚ールを㏦っていた。戦前ᆺの左派活動家と戦時の総

動員体制をつくりあげ、さらに 1950 年代までに戦後᚟⯆をはたしてきたᙼらは、戦後の新しい市

民政治のὶれにもᩄឤに཯ᛂしていたとい࠺ことができよ࠺。戦前、௻⏬㝔にいた大内兵衛のᘵᏊ

であるṇᮌ༓෤は、1970 年に㙊಴市長となり、美濃部都政をഃ㠃から᥼ㆤしていた。 
『ඹ同研究・転向』のなかでᯇἑᘯ㝧がᣦ᦬しているよ࠺に、総力戦体制から戦後民୺୺⩏への

⛣行のなかで「知識人たちが戦தとい࠺問題について、自ᕫの内㠃に問い㞟団内部でከᵝなពぢを

㜚わすよりはࡴしࢁ国家෌ᘓとい࠺⥭ᛴの事務ែについて、㞟団が୍体となって、大⾗の組織໬の

なかでၨⵚ活動に向か࠺ことのᚲせを⪃えていた」とい࠺ことができる。 
ただし、ࣟーࣛ・ハ࢖ンのホ౯のよ࠺にだけཷけṆめるわけにいかない㠃もあるとᛮ࠺。この人

たちが戦前と戦後の㠀㐃⥆性と㐃⥆性をどのよ࠺にとらえてきたかを、さらに᳨ドしてみるᚲせが

あ࠺ࢁ。 
※ᕝ┿ᕼも『東京市政』のなかで、「東ள新⛛ᗎᘓ設と国内体制ᐇ⌧、௚方ではᖹ࿴と民୺୺⩏

とい࠺┠ᶆの㐪いは大きい。だが、その中心ⓗなᨭᣢᇶ┙は᫂☜に戦時ᆺ革新をᢸった人ࠎがྵま

れて࠾り、ᵓ㐀ⓗには୍ᐃの㐃⥆性をもつものといってよい。」とᣦ᦬しているそのᵓ㐀性とはな

 。࠺ࢁ問題があ࠺なのかといࢇ
᪥本の戦時中革新のᢸい手であった社会୺⩏者たちのከくは、➨୍ḟ大戦をዎ機とした大ṇࣔࢹ

クࣛࢩー時代後ᮇの政治の民୺໬と社会໬の高揚のなかで、「国民国家・ナࣙࢩナリ࣒ࢬ」を生み

出した社会ⓗ性格のなかで⫱ったともいえよ࠺。 
➨஧ḟ大戦後の戦時中革新はそれをᘬき⥅ࡂながらも、60 年Ᏻ保以後、市民ᆺの戦後ࣔࢹクࣛ

ーと結びついたのは、そのなかでも治Ᏻ⥔ᣢ法に内ᅾしている「᤼㝖とໟᦤ」のなかのໟᦤされࢩ

た転向グループであった。これらの人たちは、大ṇࣔࢹクࣛࢩーと戦後ࣔࢹクࣛࢩーの中間をつな

ぐ఩⨨にあったといえよ࠺。 
 

 の戦前と戦後ࣉーࣝࢢ⪅国ᐙ⥲ືဨయไとປ㎰ὴ学ە

なࡐ転向グループや労農派や㏆代ㄽ者たちが総動員体制に組み㎸まれ、また協力していったのか。 
よく知られているよ࠺に、大ṇࣔࢹクࣛࢩー時代に㏆代໬をᛴぐ᪥本に、Ḣ⡿のさまࡊまなᛮ᝿

がはいってきた。1917 年にはࣟ࢔ࢩ革࿨が࠾こり、ୡ⏺にึめて社会୺⩏国家が出⌧し、マルク

ス୺⩏が඲ୡ⏺に広まった。᪥本の知識人にも同ᵝであった。ኳⓚ制をはじめ国家のあり方にᑐす

るᢈุが高まり、労働運動も活発になってきた。それはඹ⏘୺⩏や社会୺⩏に立つ者だけではなか

った。 
それを᎘࠺ໃ力のྑ翼団体や㌷部も、➨୍ḟ大戦⤊஢後の戦後ᜍៃのなかで、農ᮧの❓ஈや都市

の労働者やప所ᚓ者の生活ᅔ❓が㐍み、⡿㦁動が඲国に広まったことに༴機ឤが広まっていた。大

ṇࣔࢹクࣛࢩーが生みだしたのは、社会୺⩏だけではなかった。なかでも、この時代は㌷⦰の時代

であり、㌷事㈝の๐ῶが㐍み㌷部のなかに୙‶が高まってきていた。国家の改㐀をၐえる新しい国

家୺⩏も台㢌してきた。 
なかでも、陸㌷の内部に新しい政治ໃ力が生まれてきた。それが「国家総動員」の⪃えである。
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㌷事力だけでなく、国内の経῭力や人力をす࡭て戦தに動員しなければ、これからの国㝿ໃ力のな

かで᪥本は立ち向かえないとい࠺のである。そのためには国家の体制を改㐀しなければとい࠺ᛮ᝿

が㌷部の若手ᑗᰯの間に広まってきていた。まったく㐪࠺ᛮ᝿にᇶ࡙くが、国家の改㐀のᚲせとい

 。Ⅼでは、ྑ翼グループや㌷部と左翼活動家とඹ㏻したものがあった࠺
ཎ内㛶時代の 1919 年には国ໃ㝔が๰設され、国家総動員ィ⏬が᳨ウされ、内㛶⤫ィ局が྾収さ

れた、陸㌷の内部では若手ᑗᰯを中心に「ᖇ国国㜵資※局」の๰設が᳨ウされている。その人たち

の┠はᙜ↛、中国の東໭の‶ᕞがど野にあった。ᙼらがᚲせとした学者や知識人は国家革࿨ㄽのㅮ

ᗙ派の学者ではなく、国家と経῭ᵓ㐀のල体ⓗ改革を୺ᙇする労農派の学者グループであったのは

ᙜ↛であった。財政学や⤫ィ学のᑓ㛛家がいない㌷部、とくに陸㌷にとって東大大内グループの協

力がᚲせであった。‶㕲調査部も同ᵝであり、国家改㐀ㄽの⏑⢑にとってはኳⓚ制をㄆめた転向派

の研究者であれば、その⬟力が戦力に౑えるとい࠺⪃えであった。 
こ࠺して大内グループは、大陸での஬᪘協࿴の⋤㐨ᴦ土のᘓ設にある✀のඹឤをもって୚えられ

た「⫋」についたのであ࠾。࠺ࢁそらく、ᙼらはそれࡒれの「⫋」のなかに「࢔ジ࢔のゎᨺ」の୍

翼にかかわっているとい࠺౑࿨ឤをみいだしていたのであ࠺ࢁ。また革新ᐁ൉も㌷部に組み㎸まれ

て大陸にΏっていき、そこでᙼらとの஺ὶが生まれるのである。都政調査会に㞟まった学者グルー

プも、その戦前の弾圧と、大陸での୍✀の高揚を経㦂した人たちが中心であった。そして、こ࠺し

たグループが戦後᚟⯆ィ⏬にཧ୚して力を発᥹するとい࠺戦後ࣔࢹクࣛࢩーの時代の୍翼をᢸ࠺こ

ととなる。 
そしてᙼらは戦後のⲨᗫした᪥本の国土と資本୺⩏体制から生ࡎる▩┪を社会経῭の改革によっ

て᫝ṇしよ࠺として戦後はさらに᚟⯆のᢸい手となる。だが、まだ「市民」とい࠺⌮ᛕをもたなか

ったᙼらが、どのよ࠺などⅬから戦後民୺୺⩏と市民運動と結びついていったのか、都政調査会の

設立に㞟まった人たちがどのよ࠺に⪃えていたのか、もっとヲしい᳨ドがᚲせであ࠺ࢁ。この

1945 年をはさࡴ஧つの時代のࣔࢹクࣛࢩーに࠾ける「革新」にඹ᭷するものがあるのではないか。

その௚いくつかのⅬでもඹ㏻するものがあるとい࠺Ᏻ田ᾈもᣦ᦬している。 
こ࠺して、戦前・戦後のつながりの࠺えに成立した美濃部都政は、小森がブレーンとして㝜の୺

ᙺとい࠺より、ࡴしࢁ美濃部のศ身となり、ᙼの大陸でのつながりや、戦後の左ྑを問わないᖜ広

い人脈を動員した。小森は公ᘧな場への出ᖍや発ゝがᑡなかったし、くわえて自らの出自について

ㄒることがなかったため、マスコ࣑からは「㝜の人」とか、ときには都政の「ࣛスプーࢳン」とか

࿧ばれたこともある。しかし、美濃部自身が「私の᪥ᖖⓗな┦ㄯᙺ、┤᥋のブレーンとして最も大

きなᙺ๭をᯝたしてくれたのは、やはり小森武ྩであった」といっているが、時代をみるඃれたὝ

ᐹ力と教㣴をもった人間ⓗ㨩力のある人であった。都政はᙼのᵓ᝿力のୗで大内グループ、経῭⏺、

都政調査会の事務局長武田ెⓏ、研究員の௒ṇ୍、㡲田᫓海、⚄ཎ຾など、それに加えてከᵝな学

者グループが、それࡒれのᮇᚅをもってཧ⏬して㐍められていくことになる。 
こ࠺して出発した美濃部革新都政は、国政に政⟇転᥮を㏕ると同時に、その後の඲国の自治体選

挙に大きく཯ᫎした。1960 年代以㝆の革新自治体は、こ࠺した戦前戦後の政治ࢿ࢚ルࢠーを྾収

し、ཷけ⥅ࡂながら、新たに「市民」と「自治」を࢟ー࣡ーࢻとした革新自治体の時代を┠ᣦすこ

とになった。 
ここでは、それ以後の革新市長会と美濃部都政の経㐣と、戦後革新のኚ㉁と⁐ゎについては、す

でにከくの記録があるので、それらにㆡることとしたい。 
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 ಖ฼᭩⡆ࠖၥ㢟ࠕࡅの᭱後の௙᥃ࣉーࣝࢢ大㝣ە

最後に戦前と戦後の㐃⥆と᩿⤯を㇟ᚩする、ある「事௳」について、記して࠾かࡡばならない。

1970 年 11 月、美濃部都知事がᙜ時の自民ඪబ⸨内㛶に౫㢗されて、中国政ᗓへ᪥中国஺ᅇ᚟の

提案を記した「保利書簡」をྲྀりḟいだ事௳である。 
まだ᪥中国஺ᅇ᚟以前の 1971 年 11 月、私は᪥中国஺ᅇ᚟国民会㆟代⾲団団長の飛鳥田市長の

⛎書としてゼ中していた。同じ時ᮇ、美濃部都知事も小森⛎書長のもとで、໭ᮅ㩭をゼ問した後中

国にᣍかれ、໭京㣤ᗑで私たちと୍⥴になった。 
11 ᪥῝ኪ、人民大会ᇽで୧代⾲団と࿘ᜠ᮶首┦とのඹ同会ぢが㛤かれた。そのᖍ上、࿘首┦は

「᪥本の保利ⱱとい࠺⏨から手⣬がきました」といい、中᪥཭ዲ協会๪会長の⋤国ᶒに㢦をࡴけた

が、ᙼは「知りまࢇࡏ」といった。すると࿘首┦は大ኌで「㝞ᢠ（中国እ஺部のᢸᙜ者）、࠾前は

知っているな」といい、立ち上がったᙼに「ㄞめ」と࿨じた。それを⪺いたあと࿘首┦は「これは

᪥本政ᗓのまやかしだ。われわれの政ᗓが中国の၏୍の政ᗓであることが書いていない。ཷけྲྀれ

ない」と㗦いཱྀ調でヰした。会場に㦫きがはしった。 
᫂け方、໭京㣤ᗑにᡠり、同行記者たちはㄡが保利ᐁᡣ長ᐁの書簡を௰௓したのかと大㦁ࡂにな

った。私はすぐ、これは小森の仕掛けだとわかった。小森の部ᒇにいったとこࢁ、小森はそ࠺だと

い࠺。そこで、これからの໭京での記者会ぢでは美濃部は知らなかったことにするが、いࡎれはば

れるだ࠺ࢁが、美濃部は᫂᪥、㤶 に向けて立つので、その間、東京とヰし合࠺時間がᚲせだ。そ

れまでは㯲っていてくれとい࠺ことであった。そして 2 ᪥後、美濃部は㤶 で記者会ぢをしてそ

れをㄆめ、᪥本では革新都知事がなࢇで自民ඪの手ఏいをするのかと、大㦁ࡂになった。 
ᙜ時はబ⸨ᰤస首┦のもとで⚟田㉰ኵがእ務大⮧で、⚟田に㏆い保利ⱱが自民ඪのᖿ事長であっ

た。その⚟田派のཧㅛᙺが、上海の大陸新ሗ社長で小森とᐦ᥋なつながりがあった自民ඪ国会㆟員

の⚟家ಇ୍であることは前に㏙࡭た。 
内⸨国ኵは『みの࡭都政の⣲㢦』のなかでḟのよ࠺に書いている。「᫛࿴ 16 年 5 月、⚟田は大

ⶶ┬から派㐵されて中⳹民国国民政ᗓ財政㢳問になった。㸫中␎㸫大ⶶ┬にはいったのも、大内兵

衛の᥎⸀よると䬉されるし、中国大陸で同じ大内㛛ୗの大陸新ሗの高ᶫṇ㞝ㄽㄝጤ員や小森武⦅㞟

長を知るよ࠺になり、㆟ㄽを㜚わࡏながら஺ὶを῝めた。」 
さらに、⚟家は美濃部のために、上海の「大陸新ሗ」のᅾ京記者になれるよ࠺にୡヰし、それに

よってᚩ兵をまࡠかれ、保㔘をㄆめさࡏてもらえるよ࠺にしてやったとい࠺ヰしもついてまわった。

⚟田から美濃部が書簡の中⥅を㢗まれたのは 9 月㡭だとい࠺。そのᶫΏしをしたのは⚟家から小

森へであった。 
10 月中、⚟田・保利らは書簡の内ᐜをど࠺するか᳨ウしていた。そのいきさつについては、美

濃部がⴭ書『都知事༑஧年』のなかで᫂らかにしているので、ここではそれにゆࡎる。ただ、美濃

部はそのⴭ書のなかで、「知事になってから、小森と⚟家さࢇとの஺ὶを㏻じて㠃識ができ、⚟田

さࢇとも公ᘧ、㠀公ᘧにたびたび会合していた」ことをㄒっている。 
いࡎれにしても、1971 年 4 月の都知事選で、美濃部が 2 ᮇ┠に立候補したとき、࣓ンテーマに

「ストップ・ࢧ・ࢨト࢘」を掲げたのに、その༙年後にబ⸨首┦のពをཷけた保利ᐁᡣ長ᐁの手⣬

を中国に௰௓することにしたのは、小森と美濃部の戦前の中国でのᛮいධれがあったからであ࠺ࢁ。 
さらに最㏆新しくศかったことは、小森と㝞ᢠとの関ಀである。小森は໭京につくとすぐ書簡を
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中国እ஺部の㝞ᢠにわたした。እ஺部は事前にこの内ᐜを᳨ウし、ཷけྲྀらなかったことにしよ࠺

とุ᩿し、小森・美濃部ഃにもఏえられたのでᢎ知していた。したがって࿘首┦との会ぢの場では

ヰ題にならないはࡎだったとい࠺。しかし、࿘首┦はそれを公㛤し、ཝしくᢈุしてしまったのだ。 
ᐇは㝞ᢠと小森は、それ以前に上海や東京でぶ஺があった。㝞ᢠは᪥本が‶ᕞ国で設立した「ᘓ

国大学」（ὀ㸵）の出身で、1964 年ᙜ時のእ஺部から、中国が中᪥㈠᫆のᐇ務のために東京につ

くった「ᐾᢎᚿ事務所」へ派㐵されてきていた。 
1970 年㡭ᙜ時の෗┿がある。ᘓ国大学で㝞ᆙと学཭であったᮅ᪥新⪺のᮡ本୍から、ᙜ時໭海

㐨新⪺の東京㥔ᅾㄽㄝጤ員をしていた小ᯘ㔠୕に、「ྩの஧ᮇୗの㝞ᆙが東京にきているよ」と㐃

⤡があり、同じ໭海㐨新⪺の㡲田⚞୍と小森武の 3 人が㞟まり、中国でのᪧ஺を めた時のもの

であ࠺ࢁ。෗┿は小ᯘがもっていたものである。 
㝞ᢠはこのあと、᪥本㏻として中国政ᗓእ஺部にᡠる。小森は໭京についてすぐ、書簡を㝞ᢠに

Ώしたとい࠺から、保利書簡をᣢཧすることは、事前に㝞ᢠと調ᩚ῭みであったにちがいないとᛮ

した戦前の大陸࠺美濃部はそ。࠺ことも᝿ീできよ࠺ࢁそれには⚟家ಇ୍も関わっていたであ。࠺

グループの中国政ᗓへの౑者になり、マスコ࣑から「࣋ࣀ࣑ンジャー」࿧ばれたのであった。 
この 1971 年の保利書簡問題の⩣年、田中内㛶によって᪥中国஺ᅇ᚟がᐇ⌧した。それ以後、大

陸や大内グループなどの小森࿘㎶のこれまでの人たちと都政調査会との関ಀは、年が経つࡈとにᕼ

ⷧになっていく。同時に大内グループにとっても、自民ඪの大陸派にとっても、戦後のᙺ๭はⷧれ、

୧者の関ಀはᕼⷧになっていく。政治の஬஬年体制は⤊わりを࿌げていた。 
美濃部は 1977 年、4 ᮇ┠の都知事選挙には出㤿しないことを⾲᫂し、1979 年 4 月をもって美

濃部都政は⤊り、保Ᏺの㕥ᮌಇ୍都政に᭰わった。やがて、大内グループの学者や戦前の左派活動

家も高㱋となり、ḟ➨にᑡなくなってきた。19�2 年、都政調査会はそのṔྐⓗᙺ๭を⤊えてᖥを

した。美濃部亮吉はࢁ࠾ 19�4 年に、高ᶫṇ㞝は 1995 年にஸくなった。小森武は 199� 年に �6 ṓ

でஸくなり、㑇ゝによって㑇体は東京ዪᏊ་大に⊩体された。 
 
（ὀ㸯）3・15 事௳ 
戦前、᪥本ඹ⏘ඪは弾圧されてゎඪされていたが、1926 年に෌ᘓするために山ᙧ┴஬色 Ἠで「෌

ᘓ大会」が㛤かれたことが発ぬし、192� 年 3 月 15 ᪥以後に、治Ᏻ⥔ᣢ法㐪཯で඲国で 1�56� 名が୍ᩧ

に᳨挙された。 
（ὀ㸰）人民戦⥺事௳ 
戦前のマルクス୺⩏者にたいする弾圧事௳。1937 年、᪥本↓⏘ඪやマルクス୺⩏⌮ㄽのᣦᑟ者とみ

なされる労農派の学者グループ 446 名が治Ᏻ⥔ᣢ法㐪཯で୍ᩧ᳨挙された（➨୍ḟ事௳）。⩣ 3� 年、

➨஧ḟとして東大教授大内兵衛はじめ᭷ἑ広ᕭ、⬥ᮧ⩏ኴ㑻、美濃部亮吉、小森武などが᳨挙された。 
（ὀ３）労農派 
1927 年こࢁから 1937 年こࢁまで、᪥本資本୺⩏や᫂治⥔新の性格をめぐるṔྐ・経῭学者のㄽத。

コ࣑ンテルンの᪥本にはまだ⤯ᑐ୺⩏、ᑒᘓ制がṧっているから஧ẁ㝵の革࿨がᚲせだとするのが「ㅮ

ᗙ派」とされ、野࿅ᰤኴ㑻、ᖹ野⩏ኴ㑻などの学者がいた。 
それにたいして、「労農派」の学者は᪥本資本୺⩏は自立ⓗになっているとして཯ᑐし、1927 年㞧

ㄅ「労農」を発หした。ሜ利ᙪ、Ⲩ⏿ᐮᮧ、大森⩏ኴ㑻、向ᆏ㐓㑻などが࠾り、さらに大内兵衛グルー

プがそれをᨭᣢして୍ẁ㝵革࿨のㄽ㝕をᙇった。この⪃えが戦後、᪥本社会ඪにᘬき⥅がれた。 
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（ὀ㸲）௻⏬㝔事௳ 
௻⏬㝔は戦前、内㛶の┤ᒓ機関で、㔜せ政⟇や≀資動員の立案する部⨫。1939 年から 41 年にかけて

⫋員や調査ᐁが左翼活動の᎘␲で᳨挙された事௳。✄ⴥ⚽୕、ṇᮌ༓෤、బከᛅ㝯、຾間田Ύ୍など

17 名が㐊ᤕされた。 
（ὀ㸳）コ࣑ンテルン 
1919 年、ୡ⏺革࿨を㐩成するためにࣔスク࣡で結成されたඹ⏘୺⩏運動の国㝿組織。戦前の᪥本ඹ

⏘ඪのなかで、コ࣑ンテルンのᣦᑟにᚑ࠺かど࠺かでぢゎがわかれ、3・15 事௳での転向派はそれをྰ

ᐃして「ゎඪ派」を名஌った。 
（ὀ㸴）‶㕲調査部事௳ 
戦前、‶ᕞ国につくられた༡‶ᕞ㕲㐨（‶㕲）のなかに 1907 年に設⨨された調査部㛛。ከくの学者

やᑓ㛛家が動員されて大陸政⟇の研究にあたった。その研究者のなかに左翼ศᏊが活動していたとして、

1942 年に 77 名の学者・研究者が 2 ᅇにわたり᳨挙された。なかに▼ᇽΎ೔、ᕝᓮᕫ୕㑻、中すຌ、

野ࠎᮧ୍㞝らがいる。 
（ὀ㸵）ᘓ国大学 
戦前、᪥本が「‶ᕞ国」首都新京（⌧ᅾの長᫓）に、「࢔ジ࢔の民᪘協࿴の⌮᝿」を掲げて 193� 年

につくった国⟇大学で、࢔ジྛ࢔国のඃ⚽な若い人ᮦが㞟まっていた。 
 
 

●ཧ⪃ᅗ書 
記᠈の補ᙉやཧ⪃にしたᅗ書に以ୗのものがある。なかでも、※ᕝ┿ᕼ『東京市政』（᪥本経῭

ホㄽ社、2007 年）、ࣟーࣛ・ハ࢖ン『⌮性ある人びとー 力あるゝⴥ』（ᒾἼ書ᗑ、2007 年）は、

私に本✏をᇳ筆するきっかけを୚えてくれたものとして、≉にཧ⪃にさࡏて㡬いた。 
また、都政調査会の設立時のᙺ員でみたよ࠺に、ᙺ員に東大新人会に所ᒓしていた人が஬人いる。

東大新人会の研究についてコࣟン࢔ࣅ大学の࣊ンリー・ス࣑ス『新人会の研究―᪥本学生運動の※

ὶ』（東京大学出版会、197� 年）がある。ඛのࣟーࣛ・ハ࢖ンや࣊ンリー・ス࣑スなど࣓࢔リ࢝

の研究者がこ࠺した᪥本の社会活動のศ野についてヲ⣽なศᯒをしている。 
 
㞧ㄅ『都政』（東京都政調査会、1951 年 1 月号よりྛ号） 
美濃部亮吉『ⱞ᝖するࣔࢹクࣛࢩー』（文ⱁ᫓⛅社、1954 年） 
ᛮ᝿の⛉学研究会⦅『転向 上・ୗ』（ᖹซ社、1962 年） 
小森武『都市࡙くり』（Ἑ出書ᡣ、1965 年） 
東京都労働組合㐃合会『都労㐃஧ࠐ年ྐ』（1966 年） 
高ᶫṇ㞝『わたしの㐀཯』（ㄞ኎新⪺社、1970 年） 
『㡲田⚞୍・人とᛮ᝿』（たいまつ社、1974 年） 
内⸨国ኵ『美濃部都政の⣲㢦』（ㅮㄯ社、1975 年） 
ᮅ᪥新⪺社⦅『⌧代人≀事඾』（ᮅ᪥新⪺社、1977 年） 
立ⰼ㝯『᪥本ඹ⏘ඪ研究 上』（ㅮㄯ社、197� 年） 
�ス『新人会の研究』（東京大学出版会、197࣑ンリー・ス࣊ 年） 
美濃部亮吉『都知事୍஧年』（ᮅ᪥新⪺社、1979 年） 
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㬆海ṇὈ『戦後自治体改革ྐ』（᪥本ホㄽ社、19�2 年） 
ⲡᰗ大ⶶ『ᐇ録 ‶㕲調査部 上・ୗ』（ᮅ᪥新⪺社、19�3 年） 
▼ᇽΎ೔『わが異➃の᫛࿴ྐ』（ວⲡ書ᡣ、19�6 年） 
小ᯘᮭ人『「転向ᮇ」のࡦとびと』（新時代社、19�7 年） 
高ᶫṇ㞝ඛ生⡿ᑑ記ᛕห行会『஧ࠐୡ⣖の⩌ീ』（➨୍書ᯘ、19�9 年） 
中ᮧ㝯ⱥ『᫛࿴ྐ㸯』（東ὒ経῭新ሗ社、1993 年） 
඲国革新市長会⦅『資ᩱ・革新自治体 ṇ・⥆（1995 年）』（᪥本ホㄽ社、1990 年） 
᪥ẚ野Ⓩ⦅『東京都知事』（᪥本経῭ホㄽ社、1991 年） 
ᚚཔ㈗『東京』（ㄞ኎新⪺社、1996 年） 
ሯ田༤ᗣ『東京都の⫝̸ീ』（都政新ሗ社、2002 年） 
⧴⧭ཌ「戦時ᐁ൉ㄽ」（『࢔ジ࢔・ኴᖹὒ戦த』、ᒾἼ書ᗑ、2005 年） 
ዟᖹᗣᘯ『治Ᏻ⥔ᣢ法小ྐ』（ᒾἼ書ᗑ、2006 年） 
※ᕝ┿ᕼ『東京市政』（᪥本経῭ホㄽ社、2007 年） 
ࣟーࣛ・ハ࢖ン『⌮性ある人びと 力あるゝⴥ』（ᒾἼ書ᗑ、2007 年） 
㞵ᐑ᫛୍『༨㡿と改革』（ᒾἼ新書、200� 年） 
㡲田᫓海「東京都政と市民運動」（『東京都政』、生活社、2010 年） 
ᯇୗᆂ୍⦅ⴭ『自治体改革・Ṕྐとᑐヰ』（法政大学出版局、2010 年） 
ஂ保஽「東࢔ジ࢔の総動員体制」（『࢔ジ࢔ኴᖹὒඹᰤᅪ』、ᒾἼ書ᗑ、2011 年） 
Ᏻ田ᾈ「஧つの戦後ࣔࢹクࣛࢩー」（同上） 
中⃝ಇ㍜『治Ᏻ⥔ᣢ法』（中ኸ公ㄽ社、2012 年） 
 
●㬆海 ṇὈ␎Ṕ 
1931 年 㟷森市生まれ。㟷森高ᰯ༞ 
1954 年 東໭大学文学部すὒྐ学⛉༞ 
1954 年 ⚟島大学学ⱁ学部Ṕྐ研究ᐊຓ手 
1956 年 東京都政調査会勤務。1963 年㏥⫋ 
1963 年 横浜市ᙺ所ධᗇ。௻⏬調ᩚ局ᑓ௵୺ᖿ 
19�0 年 横浜市㏥⫋。関東学㝔大学経῭学部教授。2012 年㏥⫋ 
1994 年 横浜地方自治研究センター⌮事長 
2002 年 関東学㝔大学名㄃教授 
2012 年 横浜地方自治研究センター⌮事長㏥⫋ 
2013 年 公┈財団法人・かながわ活き活き市民ᇶ㔠⌮事長 
 
࠙୺なⴭ書ࠚ 
『都市ኚ革のᛮ᝿と方法』（れࢇが書ᡣ、1972 年）、『テࢽス᫂治ㄅ』（中ኸ公ㄽ社、19�0
年）、『戦後自治体改革ྐ』（᪥本ホㄽ社、19�2 年）、『転᥮ᮇの市民自治』（᪥本経῭ホ

ㄽ社、19�7 年）、『地方自治をぢる┠』（᭷ᩫ㛶、1991 年）、『地方ศᶒのᛮ᝿』（学㝧書

ᡣ、1994 年）、『自治体改革のあゆみ』（公人社、2003 年）、『飛鳥田横浜市政と革新自治

の時代』（横浜地方自治研究センター、2012 年） 
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新人会時代門屋博の写真（1922 年代）『新人会の研究』より

大内グループの集まり（1955年）『理性のある人びと』より
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大陸新報社長　福家 俊一 

「大陸新報」創刊号（1934年1月）

小森 武（1960年代）高橋 正雄（1980年代）
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左から 陳抗、小森武、須田禎一、小林金三（1970年頃） 

「都政」創刊号（1956年）美濃部 亮吉（1970年代）
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 編集後記

　国民一人一人や法人に番号をつける「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律案」（通称「マイナンバー法案」）が５月に成立し、2016年１月から番号利用がス

タートすることになった。これまで各行政機関がばらばらに管理していた個人情報が共通の番号で

国に一元化され、税や年金、医療、介護などの情報を結びつけて管理される。

　「消えた年金記録」のような問題もあり、行政手続きの公正性の観点から、事務の過誤を防ぐ手

段としての個人番号付与については、多くの人々が賛同するところだろう。しかし、類似の番号制

度を導入している米国や韓国では、なりすまし犯罪が多発しているという現状もあり、国による個

人情報の一元的管理は、情報漏えいのみならず、国民監視が強まる可能性も懸念される。将来的に

は民間事業者にも利用範囲を拡大することが検討されているだけに、プライバシーを守る対策を急

ぐ必要がある。             （谷本有美子）

巻頭言

　昨年（2012年）は国連が定めた「国際協同組合年」ということで、農協・生協・漁

協・全労災・労金等の協同組合組織が一堂に会し、実行委員会をつくり、協同組合の

認知度を高めるための様々なイベントや広報活動を行った。神奈川県では40団体の参

加から成る「2012国際協同組合年神奈川実行委員会」をつくったが、県内殆どの協同

組合・協同組織が参画した組織の形成は、まず空前の出来事であったと言える。

　日本の協同組合法制は省庁縦割りで、農協は農林水産省管轄、生協は厚生労働省管

轄という具合で、そのせいもあって協同組合間の連帯が弱いことは指摘されて久し

い。世界的には、憲法で協同組合を規定している国が多く、そもそも協同組合は市民

による自由な結社を代表するものとして、大企業による経済独占の禁止・経済民主主

義を担保するために政府が率先して協同組合の振興を政策的に進めている国は多い

（日本は協同組合振興策を持たない数少ない例外国の一つ）。そこで全国実行委員会

では、協同組合間連帯を今後も継続するために、協同組合基本法の制定に向けた研究

会を立ち上げ、協同組合法制の改革に向けて一歩を踏み出した。神奈川においても国

際協同組合年を一過性のものとしないために、後継組織として「神奈川協同組合連絡

会」を立ち上げた。

　さて、昨年神奈川県の協同組合の連帯で取組んだことに、神奈川県再生可能エネル

ギー促進条例制定運動がある。3.11以後に求められるエネルギー民主主義、すなわち

原発に代表される大規模且つ中央集権的なエネルギー政策を転換して、市民参画可能

な等身大の再生可能エネルギーを含めた分散型・自治型エネルギー政策への転換を求

める、県条例の制定運動に、生協・農協・漁協・労働者協同組合（ワーカーズ・コレ

クティブ等）の協力で取組み、署名運動（20万筆）・県議会へのロビー活動を行っ

た。県条例は、7月議会で制定、2014年4月施行の見通しである。

　エネルギー自治の運動は、息の長い取組みが必要だと考えている。福島第一原発事

故を契機に脱原発に向けたエネルギー基本計画の見直しが民主党政権で始まったが、

安倍自公連立政権は早々にこれを放棄し、基本計画策定は頓挫している。それでも

3.11をキッカケとして生じた人々の変化・社会の変化には奥深いものがあり、安倍政

権による政財官癒着の復活・新自由主義の破廉恥なる跋扈は近い将来批判され、再び

持続可能な経済・社会を基調とした政策が求められると考えたい。協同組合運動が始

まった19世紀初頭において、協同組合は自治社会運動であった。協同組合運動は自治

社会運動として3.11以後の社会づくりに責任を負わねばならない。神奈川県内の協同

組合の連帯の促進に今こそ取り組んできたいと考える。
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

800 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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